
事 業 名

施 工 箇 所

亀　　山　　市

図面番号

位　置　図

1:10000 1

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

図面の種類

縮 尺

事 業 者 名

S=1:10000 位　置　図     
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図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

坂下浄水場　平面図

1:200

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:200 坂下浄水場　平面図     

既設ろ過池

既設配水池

既設着水井
新設前処理設備
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A

SP

後塩素

（既設）

排  水

緩速ろ過設備
（既設）

排  水

排  水

配  水

着水井

（既設）

配水池

（既設）

排  水

原水濁度計
（移設）

排  水

バタフライ弁

ボ ー ル 弁

仕  切  弁

逆  止  弁

凡 例

減  圧  弁

定 流 量 弁

電動仕切弁

電動バタフライ弁

電動ボール弁

空気作動ボール弁

空気作動バタフライ弁

流量調整弁

電磁流量計

流  量  計

パルス発信式水道メーター

自動空気抜弁

検水口付注入弁

型式

仕様

電動機

台数

備考

3 4 6 7

機器名称

機器番号 1

1

2 5 8 9 10 11

2

3

4

5

6

7

9

10

8

前処理ろ過機

上向流式連続移動床砂ろ過方式

φ1150×3900H

コンプレッサー

3φ×0.54kW×200V

凝集剤貯留槽

密閉角型

レベルスイッチ含

電磁駆動ダイヤフラムポンプ

1φ×10W×200V

凝集剤注入ポンプ原水ポンプ

水中渦巻ポンプ

3φ×0.4kW×200V

着水混和槽

上部開放円筒型

φ400×5000H

レシーバータンク

立型圧力タンク

38L

浄水サンプリングポンプ

定圧給水ポンプ

φ25×10L／分×25m

3φ×0.25kW×200V

原水色度計

1φ×100V

浄水監視装置

濁度・pH・残塩

1φ×100V

定圧給水ポンプ

φ25×10L／分×25m

3φ×0.25kW×200V

原水サンプリングポンプ

1基

40L／分

2台（1台予備）

オイルフリーパッケージ型
（エアードライヤー搭載型）

オートドレン ×2台
エアーユニット ×1組

100L（容量）

1槽

0～25mL／分

2台（1台予備）

φ32×0.11m3／分×11m

2台（1台予備） 1基

165m3／日

1台

オートドレン×1台

1台 1台

測定範囲

1台

2波長吸光度差法

測定範囲　0～100度

1台

（濁度）0～4度（pH）0～14ｐＨ
（残塩）0～2mg／L

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

フローシート

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONEフローシート     

11

3



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

前処理ろ過設備図

1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:60前処理ろ過設備図     

4

平     面     図   S=1／60
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NO 仕            様名    称

原水調整弁

上向流式連続移動床砂ろ過方式

原水流入管

前処理ろ過機

原水流量計

50A

処理水流出管 80A

洗浄排水管 40A

φ1150×3900H

8 ドレン弁

1 着水混和槽

φ400×5000H

上部開放円筒型

50A ： ギャー式フランジレスバタフライ弁

処理水量　：　165m3／日

50A ： 電磁式積算体積計

50A ： 仕切弁

洗
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凝集剤注入点

15Aソケット

凝集剤注入点

15Aソケット

（参考図）
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図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建屋内設備図

1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:60建屋内設備図     

5

平     面     図   S=1／60

A - A 断  面  図  S=1／60 B - B 断  面  図  S=1／60
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NO 仕            様名    称

コンプレッサー

レシーバータンク

オイルフリーパッケージ型（エアードライヤー搭載型）

凝集剤貯留槽

凝集剤注入ポンプ 電磁駆動ダイヤフラムポンプ

原水色度計

浄水監視装置7

濁度・色度・pH・残塩

8 制御盤

エアーユニット

38L×1台

40L／分×0.54kW×200V×2台（1台予備）

100L槽　　PVC製　　500×500×500H×1槽

0～25mL／分×10W×2台（1台予備）

×1台

×1台

×1面

出 入

出

入

ゼロ水入口

測定水入口

測定液出口

VP25

VP16

VP13

ゼロ水入口

測定水入口

VP25

VP16

VP13

測定液出口

VP25
測定液出口

VP25

原水濁度計（移設）
空気管 ナイロンチューブ φ13-16（保護管 FEP 40）

プルボックス PVC 

（150×150×100）

凝集剤注入管 ブレードホース φ6-11（保護管 FEP 30）

プルボックス PVC 

（150×150×100）

 浄水サンプリング管 HIVP φ25

 原水サンプリング管 HIVP φ25

原水濁度計（移設）

社　名　板

水質自動計測装置

（参考図）
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 排水管 VP φ50
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図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

原水ポンプ設備図

1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:60原水ポンプ設備図     

6

S=1/60平     面     図

断  面  図A - A S=1/60 断  面  図B - B S=1/60
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NO 名    称 仕            様

水中渦巻ポンプ原水ポンプ1

原水サンプリングポンプ2 定圧給水ポンプ

取付架台含

φ32×0.11m 3 ／分×11m×0.4kW×2台（1台予備）

φ25×10L／分×25m×1台

原水サンプリング管　

HIVP φ25

=238.700m
H.W.L.

=238.000m
L.W.L.
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図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

小配管図

1:100・1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 小配管図 

7

M

EM

中継柱

A

浄水サンプリングポンプ

φ25×0.25kW

浄水サンプリング管

HIVP φ25

プルボックス PVC 

（150×150×100）

排水桝

300□×450H

プルボックス PVC 

（150×150×100）

中継桝　

450
□
×515H

原水サンプリング管HIVP φ25

プルボックス PVC 

（200×200×200）

配水池蓋

SUS

サンプリング吸込部蓋

SUS（SUS80A直管付）
凝集剤注入管ブレードホースφ6-11 

（保護管　HIVE28）

空気管　SUS15A

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

凝集剤注入管 ブレードホース φ6-11（保護管 FEP 30）

空気管 ナイロンチューブ φ13-16（保護管 FEP 40）

S=1/60部　詳　細　図
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S=1/100平     面     図
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ＮＰ－０１

５００

１
９
５
０

８００

ＷＬ

故　止停

Ｇ Ｏ

　障

Ｒ

　転運 故

Ｇ

　閉

Ｏ Ｒ

　障 　開

Ｏ
異常

運転操作器

（予備）

　　　　４

　　　　５

　　　　３

記号

　ＮＰ－０１

　　　　１

　　　　２

記号名　称　 名　称　

前処理制御盤

　　　　６

ＣＯＳ１ 手動－自動

停止－運転ＣＳ　１

ＢＳ　１ ランプテスト

警報停止

故障リセット

Ｎｏ．１原水ポンプ

Ｎｏ．２　〃

　　　　７

　　　　８

ＣＳ　２

ＣＳ　３

ＢＳ　２

ＢＳ　３

自動－閉－開

連動－停止－運転

　　　　９

運転操作器

　　　１０

　　　１１

浄水サンプリングポンプ

原水サンプリングポンプ

Ｎｏ．２　〃

Ｎｏ．１凝集剤注入ポンプ

空気副弁

空気主弁

Ｎｏ．２　〃

Ｎｏ．１コンプレッサー

ＡＡ

ＳＬ３

ＡＡ

１ ２ ３ ４

タッチパネル

１１

１

ＣＯＳ１

ＳＬ１
１ ２

３３

２ ２
５ ６

３ ４

ＣＳ１
１ １

１１

２ ２

７ ８
ＣＯＳ１

ＳＬ
ＣＳ

ＳＬ

ＢＳ

１ ２ ３

ＢＺ

ＣＳ１
１ １
９ １０

（ＫＷ）容量

名器機 称

ＭＣＣＢ
３Ｐ

Ｆ
ＷＬ

ＭＣＣＢ
３Ｐ

ＥＬＡ

５０ＡＦ

ＣＴ

ＭＣ

ＴＨ

Ａ

５０ＡＦ

０．４

３０ＡＦ
３Ｐ

ＣＰ

０．１

ＭＣ

１０Ｗ

ＭＣＣＢ

ＣＴ

ＭＣ

ＴＨ

Ａ

３０ＡＦ
３Ｐ

１

ＣＰ

ＭＣＣＢ

ＭＣ

３Ｐ
ＥＬＣＢ

３Ｐ
ＥＬＣＢ ＥＬＣＢ ＥＬＣＢ

３Ｐ
ＥＬＣＢ

ＰＰ

１１

Ｐ Ｐ

原水ポンプ 原水ポンプ

（０．４）

１２

３０ＡＦ ３０ＡＦ

コンプレッサー コンプレッサー

２

０．５４ （０．５４）

電動弁電源
前処理ろ過機

２１ ２２

注入ポンプ
凝集剤

注入ポンプ
凝集剤

（１０Ｗ）

２Ｐ
３０ＡＦ

２Ｐ
３０ＡＦ ３０ＡＦ

０．２５

サンプリング
ポンプ

ＭＣ

ＴＨ

３Ｐ
ＥＬＣＢ

３０ＡＦ

ＳＰ

１

前処理制御盤

３０ＡＦ
２Ｐ
ＭＣＣＢ

制御電源

０．５０．２５

浄水
サンプリング
ポンプ

原水

ＭＣ

ＴＨ

３Ｐ
ＥＬＣＢ

３０ＡＦ

ＳＰ

２

Ａ ＡＣＴ ＣＴ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１Ｎｏ．２ Ｎｏ．１ Ｎｏ．２Ｎｏ．１

ＭＣ

ＴＨ

ＭＣ

ＴＨ

３０ＡＦ
２Ｐ
ＭＣＣＢ

Ｆ
ＷＬ

３０ＡＦ
２Ｐ
ＭＣＣＢ

ＭＣＣＢ

ＥＬＡ

５０ＡＦ

盤内雑電源計装電源

２Ｐ

ＬＡｘ２ＬＡｘ３

０．５

３φ　３Ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ
２．０５ｋＷ

ＭＣＣＢ
３Ｐ

ＷＨ

５０ＡＦ

１φ　２Ｗ　１００Ｖ　６０Ｈｚ
既設分電盤より

前処理制御盤

Ｏ ＯＯ ＯＯ Ｏ

Ｏ ＯＯ ＯＯ

凝集剤貯留槽

低液位
Ｏ

着水混和槽

高水位高水位

着水井

着水井

低水位

異常
Ｏ

Ｏ

原水濁度

異常

異常

異常

原水色度

浄水濁度

Ｏ
異常

ＳＬ２ＳＬ１

ＳＬ３

Ｏ
異常

浄水残塩

浄水ｐＨ

浄水色度

ＭＣＣＢ
３Ｐ

ＷＨ

５０ＡＦ

引込開閉器盤

１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ　６０Ｈｚ

３φ３Ｗ
２００Ｖ　６０Ｈｚ

既設分電盤へ

配管配線は既設流用

（新設） （既設）

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

前処理制御盤・単線結線図

1:20

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:20前処理制御盤・単線結線図     

8



前処理制御盤

各機器運転・故障信号
各計装信号

３φ３Ｗ　２００　６０Ｈｚ

３φ３Ｗ　２００　６０Ｈｚ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＨＩＶＥ２２）
ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－６Ｃ　　　　（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－６Ｃ　　　　（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＩＥ５．５ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ５．５ｓｑ（ＶＥ１６）

配線系統図

１φ２Ｗ　１００　６０Ｈｚ

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）

ＥＭ－ＣＥ　　２ｓｑ－３Ｃ　　　（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　　２ｓｑ－３Ｃ　　　（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－８Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）
ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－６Ｃ　　　　（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－６Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－６Ｃ（ＰＦ－Ｄ２２）（ＨＩＶＥ２２）

Ｐ
０．４ｋＷ

Ｐ
０．４ｋＷ

Ｎｏ．１原水ポンプ

Ｎｏ．２原水ポンプ

１１

１２

ＣＰ
１

ＣＰ
２

Ｎｏ．１コンプレッサー

Ｎｏ．２コンプレッサー

０．５４ｋＷ

０．５４ｋＷ

Ｐ

Ｐ

Ｎｏ．１凝集剤注入ポンプ

Ｎｏ．２凝集剤注入ポンプ

１φ　２００Ｖ　１０Ｗ

１φ　２００Ｖ　１０Ｗ

２１

２２

ＬＬ－１

ＬＬ－２

３Ｐ 着水混和槽電極

ＬＬ－３

ＭＶ

ＭＶ

空気主弁

空気副弁
２

１

着水井電極５Ｐ

凝集剤貯留槽レベルスイッチ２Ｐ

ＴＢＩ－１

原水色度計

原水濁度計（既設移設）

０．２５ｋＷ

０．２５ｋＷ
浄水サンプリングポンプ

１

２

ＳＰ

ＳＰ

浄水監視装置

ＸＩ－１

ＣＯＩ－１

ＥＤ Ｄ種接地

ＥＬＬ アレスタ用接地

２．０５ｋＷ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ
分電盤（既設）

原水サンプリングポンプ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

引込開閉器盤

１φ３Ｗ　２００／１００　６０Ｈｚ （既設配管配線流用）

（新設）

（既設）

ＥＤ
Ｄ種接地
（既設流用）

（既設配管配線流用）

（既設配管配線流用）

１φ３Ｗ　２００／１００　６０Ｈｚ

（濁度・色度・ｐＨ・残塩）

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－５Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－３Ｃ（ＰＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＥ２２）

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

配線系統図

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE配線系統図     

9

・既設配水池水位信号（原水ポンプ運転制御用）

・原水ポンプ槽水池水位信号（既設取水ポンプ運転制御用）

テレメ－タ盤

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－１０Ｃ（ＨＩＶＥ２８）

（既設改造）

・原水ポンプ運転信号

（既設次亜注入機の運転を既設流入弁連動

から原水ポンプ運転に改造用）

（既設改造）
ポンプ滅菌器盤

・前処理機器一括故障

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－２C（ＨＩＶＥ２２）



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

電気配線図(1)

1:200・1:20

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 電気配線図(1) 

10

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

別図参照

別図参照

別図参照

ＰＢ１Ｓ

ＰＢ１Ｓ

ＳＰ－２

ＰＢ１Ｓ
ＰＢ１Ｓ

立上り
（ＰＥ２２）

Ｃ

Ｄ

プルボックスサイズ

ＰＢ１Ｓ ２００ｘ２００ｘ１５０　　ＳＵＳ（ＷＰ）

Ｎ　Ｐ

２００

Ｂ
Ｅ

Ｅ

動力電源

メッセンジャーワイヤーによる架空配線

８
０
０

５００

仕様

１．構　造　　：屋外閉鎖装柱形（防水）

３．塗装色　　：指定色仕上

２．材質、板厚：ＳＵＳ製１．５ｍｍ以上

引 閉開 器 Ｓ＝１／２０盤込

動力電源

メッセンジャーワイヤーによる架空配線

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ　６０Ｈｚ（既設）
３φ３Ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ（新設）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

引込柱立上り部はＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＥ２２）とする。

中継柱立上り部はＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＥ２２）とする。

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＥ２２）Ｆ

既設
中継柱

既設
分電盤

既設
中継柱

既設
引込柱

既設品撤去の上新設

引込開閉器盤

S=1/200平     面     図

Ｐ－１１，１２ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２

ＬＬ－１
ＳＰ－１

ＧＬ－６００

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ

Ｃ

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ４０

Ｄ

ＧＬ－６００

ＦＥＰ３０ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－３Ｃ ＬＬ－２

ＦＥＰ３０

Ｅ

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ ＳＰ－２

ＦＥＰ３０ 動力電源

Ｆ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ ＦＥＰ３０ 電灯電源
ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

ＧＬ－６００

ＦＥＰ３０ 既設テレメータ盤ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－１０Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－７Ｃ

ＦＥＰ３０ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ ＳＰ－２

ＧＬ－６００

Ｇ

ＧＬ－６００

ＦＥＰ３０ 既設テレメータ盤

Ｈ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－１０Ｃ

ＧＬ－６００

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－２Ｃ ＦＥＰ３０ 既設テポンプ滅菌器盤



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

電気配線図(2)

1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:60電気配線図(2)     

11

出 入

平     面     図  S=1／60

平     面     図  S=1／60

洗
浄
排
水

40
A

ｵｰ
ﾊﾞ
ｰﾌ
ﾛｰ
・
ﾄﾞ
ﾚﾝ

50
A

（既設）

80A

50A

原　水

ＰＢ２

ＸＩ－１ＣＯＩ－１ＴＢＩ－１

ＭＶ－２

ＰＢ１
ＭＶ－１

ＣＰ－１

ＣＰ－２

ＬＬ－３

Ｐ－２２ Ｐ－２１

前処理制御盤

全体平面図参照

ＰＢ２Ｓ

Ｃ

Ｐ－１１

Ｐ－１２

ＰＢ１Ｓ
ＬＬ－１

ＳＰ－１

Ｄ

Ｄ

ＧＬ－６００

ＦＥＰ３０ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－３Ｃ ＬＬ－２

Ｐ－１１，１２ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－５Ｃ ＬＬ－１
ＳＰ－１

ＧＬ－６００

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ

Ｃ

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ４０

ＥＤＥＬＬ

全体平面図参照

Ａ

ＰＢ３Ｓ

Ｂ，Ｅ，Ｆ

プルボックスサイズ

ＰＢ１ ２００ｘ２００ｘ１５０　　ＶＥ（ＷＰ）

ＰＢ２ ２５０ｘ２５０ｘ１５０　　ＶＥ（ＷＰ）

ＰＢ１Ｓ ２００ｘ２００ｘ１５０　　ＳＵＳ（ＷＰ）

ＰＢ２Ｓ ２５０ｘ２５０ｘ２００　　ＳＵＳ（ＷＰ）

ＰＢ３Ｓ ３５０ｘ３５０ｘ２５０　　ＳＵＳ（ＷＰ）

Ａ

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２
ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－５Ｃ
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－３Ｃ
ＥＭ－ＩＥ５．５ｓｑｘ２

Ｂ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ

Ｐ－１１，１２
ＳＰ－１，２

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２
ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃｘ２
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－５Ｃ
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ｓｑ－３Ｃ

ＬＬ－１
ＬＬ－２

ＧＬ－６００

ＦＥＰ５０

ＦＥＰ５０

ＦＥＰ３０

Ｅ

ＥＭ－ＣＥ　２ｓｑ－４Ｃ ＳＰ－２

ＧＬ－６００

ＦＥＰ３０ 動力電源

Ｆ

ＦＥＰ３０ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ 電灯電源

Ｐ－１１，１２

動力電源
電灯電源

ＳＰ－１，２
ＬＬ－１
ＬＬ－２
ＥＤ，ＥＬＬ

ＨＩＶＥ７０

ＨＩＶＥ７０

ＨＩＶＥ２８

ＰＢ１Ｓ

全体平面図参照

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

ＰＢ１Ｓ
ＬＬ－２

前
処
理
ろ
過
設
備
へ

50
A

50
A

32A

32A

S=1/60平     面     図
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図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

前処理ろ過設備基礎・配筋図

1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:60前処理ろ過設備基礎・配筋図     

12

S=1/30B － 断 面 図

平 面 図 S=1/30 S=1/30

S=1/30Ａ － 断 面 図

平 面 配 筋 図

S=1/30Ａ － 断 面 配 筋 図

S=1/30Ｂ － 断 面 配 筋 図

2,200

2,200

100

10
0GL

15
0

20
0 50

60
0

70
0

100

2,
20
0

95
0

1,
25
0

6001,1001,000

2,700

φ４０
０

φ１，
１５０

10
0GL

15
0

20
0 50

60
0

70
0

100 100

2,700

2,700

100

150

100

150

2,700

1002,500

150@200x11=2,200

2,700

1002,500

150@200x11=2,200

60
0

10
0

10
0

40
0

2,
20
0

10
0

10
0

@2
00
x1
0=
2,
00
0

60
0

10
0

10
0

40
0

2,200

100100 @200x10=2,000

床：コンクリート金コテ押え

床：コンクリート金コテ押え

床：コンクリート金コテ押え

+100
A

B

A

B

GL左記表示は よりの高さを示す

鉄筋加工集計表

B1

B

B

4-D133

2

24-D13

30
-D
13 B D13@10003

B D13@2002 B D13@2001

B D13@1000

B D13@2002B D13@2001

3

径 a b c d Rorh形　状番　号 （継手）f １本当りの長さe １本当りの重量 本　数
D13

備　　考

計

kgm 0.995kg/m

基礎

B-1 D13 B

3

2

60

60

100 100100 468 1,236 1.23W 4

24

30

94 94340 3402,380

94 94340 3401,880

3,248

2,748

3.23

2.73

78

82

5

a

R

b

Rc

d

e

d

a

c

b

Ｂ

Ｗ

165



蛇口

仕
仕

仕 仕

（既設）

HIVP　
φ50
0.5

HI
VP
　

0.
5

HP
PE
φ
50
　
47
90

PPφ50　5900

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

前処理ろ過設備

1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 前処理ろ過設備流入管・排水管平面図 S=1/100

HPPEφ50　L=4.8m

PPφ50　L=5.9m

PP
φ
30
　
L=
1.
8m

 流入管詳細図 

 排水管詳細図 

流入管・排水管　平面図・詳細図

50
0

11
0

76
0

16
0

27
0

16
0

2430

160

11
0 160

2680

90 90

650

90
90

250

830

13

 掘削標準断面図 

発生土

砂
PP　90°エルボ　φ50

3340 800

17
60

17
60

17
60

PP
φ
30
　
17
60

PPチーズ　φ50×φ30

HITSソケットφ50

EFフランジ

EFフランジ

PPオスネジソケットφ50

合フランジ 32A 合フランジ 50A

PPオスネジソケット φ30

VSジョンイトφ50

PP用　塩ビ管用ソケット　φ50

EF片受45°ベンド

EF両受22 1/2°ベンド

EF両受22 1/2°ベンド

EF片受45°ベンド

ビニル管用鋳鉄製T字管φ50×φ50

76
0

550

60
0

60
10
0

10
0

50
0

HPPE、PPφ50

埋設表示シート



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

薬注室排水管　平面図・詳細図

1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1/100 薬注室排水管平面図 

 薬注室排水管詳細図 

0.
30

0.50

14

0.
70

1.
00

4.50

HIVPφ50　L=0.90m（縦）

 掘削標準断面図 

発生土

砂

EM

中継柱

（既設）

（既設）

（既設）

HIVPφ50　L=7.9m

ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90° ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°

ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°
ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°（下向）

ビニル管用鋳鉄製Ｔ字管　φ50×φ50（枝上向）

13
60

550

12
00

60
10
0

10
0

11
00

HIVPφ50

埋設表示シート



事 業 名

施 工 箇 所

NON 図面番号

図面の種類 坂下浄水場 中央制御装置改造

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

亀　　山　　市

縮 尺

事 業 者 名

 坂下浄水場　中央監視制御　改造図 

関第ニ水源地　子局テレメータ盤中央監視制御装置

レーザープリンター

※1　既設テレメータ装置を改造し、
原水ポンプ運転信号を取り込む。

※2　既設テレメータ盤を改造し、既設
取水ポンプ運転信号の制御を

※3　テレメータ盤内下部架下端子部に
追加項目取り込み用の端子台を

※1　既設中央監視制御装置1及び2の
画面変更及び表示追加を行う。

※3　既設非常通報用インターフェイス装置の
ソフト改造を行う。

ソフト改造を行う。
※2　既設監視制御用インターフェイス装置の

※1 ※1

※2

※3

※3

※2

※1

テレメータ盤

テレメータ装置

ブランクパネル

ヒーターパネル

アナログ/パルス演算器

電源パネル

アイソレータ
計測機器電源

ディストリビュータ
アレスタパネル

架下端子

中央監視
制御装置1

中央監視
制御装置2

データロガー

カラープリンター

監視制御装置用
インターフェイス装置

非常通報装置用
インターフェイス装置

データロガー
処理部 非常通報装置

ルーター

ＨＵＢ

Ethernet HUB
ＨＤＤ
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可能とする。

取り付けし配線を行う。



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築工事特記仕様書(1)

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE建築工事特記仕様書(1)     

16

６ 14．型枠２ １．設計GL ５工事名
・鉄　　筋 種　　　別 種　　　別 径　（ｍｍ）

コ・SD295A仮 ２．監督員事務所 ※　設ける　　　　　・設けない 鉄Ⅰ　工事概要
ン 15．せき板の材料 ※合板12ｍｍ　（塗装　　・有り　　※無）・SD295B・1号（10）・2号（20）・3号（35）・4号（65）・5号（100）１．　工事場所

※Ａ類 ク・SD345設 備品は（2.3.4）によるほか、下記のものを備える。 筋２．　敷地面積 ・異形鉄筋
リ コンクリート打放仕上げの場合３．　工事種別 新築 ・テレビ（ラジオ）　　　　・電話　　　　・　　　　・　　　　・

４．　工事規模 ｜ ※日本農林規格による１種の表面加工品　　・日本農林規格による１種（表面加工品以外）工 連絡員   　・おかない 　　　・おく 工
・・Ｂ類 ト

工 ・事 ３．工事用水及び電力 事
事２．加工組立

その他の場合径　（ｍｍ）接合方法

※重ね継手
Ⅱ　建築工事仕様

16．寒中コンクリート 適用範囲・ガス圧接
４．足場 定置する足場、桟橋の類は、別契約の関係請負者に無償で使用させる。

寒中コンクリート３．鉄筋のかぶり

・最小かぶり厚さ（ｍｍ）施　工　箇　所　等

17．無筋コンクリート３ １．埋戻し及び盛土の

種類
塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所には、表5.3.6を適用しない。

※骨材には再生粒度調整砕石及び再生コンクリート砂を使用して良い。土
（骨材中の塩分含有量の限度については規定しない）２．建設発生土の処理 ※　構外に搬出し適切に処理する。

４．帯 　　筋 ※Ｈ型　　・Ｗ-Ｊ形　　・Ｗ-Ｋ形　　・ 工 ・　構内指示の場所に敷きならす。

18．外部に面するコン

クリート面の増打ち５．梁貫通孔の補強 補強形式  ※Ｈ形　　　・ＭＨ形　　　・Ｍ形事
・建設技術評価規定（昭和53年度告示第976号）に基づく評価又は（財）日本建築センタ-の評価を

受けたもの３．山留め （3.3.1）（3.3.2）（3.3.3）章 項　　目 特　　記　　事　　項
１．鉄骨製作工場７

仕様書・計算書を提示して監督員の承認を得ること
１．適用基準等 ４．騒音振動の方法 低騒音型、低振動型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用する。

（　）グレード以上鉄
６．溶接金網 形状・寸法及び鉄線の径

・　監督員の承諾する業者一
骨２．設計図書等の取扱い ７．杭頭の補強方法

般 ４ １．既製コンクリート杭
2．施工管理技術者 ※ 置く    ・置かない 工

８．圧接完了後の検査地業及び鋼杭地業 遠心力鉄筋 ・高強度プレス ・外殻鋼管
コンク 付きコンク杭の種類共 トレストコンク

３．工作図事３．技能士 リート杭リート杭 リート杭

・認定品通 規格・材質 ４．鋼材の種別　種 ６ １．適用範囲 ※この章は、工事現場施工のコンクリート工事に適用する。　・など
規格番号 規格名称等 種類の記号・２種事

一般構造用圧延鋼材コ ２．コンクリートの種類 ※コンクリ‐トはレディーミクストコンクリートとする。　　・
長さ　（ｍ）項 溶接構造用圧延鋼材

ン ３．レディーミクスト 種別　　　　※Ⅰ類　　　・Ⅱ類 
長期設計支4．電気保安技術者 コンクリート 溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材

５．特別な材料の工法 ク ４．コンクリ-トの強度 ※コンクリートの設計基準強度(Fc )は、材齢28日の圧縮強度によって示し、
継　　手 建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼６．建築材料等 リ 未満とし、特記による。継手工法
・ 一般構造用軽量型鋼

・
 一般構造用溶接軽量Ｈ型鋼｜継手形状

・ 一般構造用炭素鋼管

一般構造用角形鋼管 ７．発生材の処理 ト ・先端形状
建築構造用炭素鋼管

工 ５．設計基準強度 ※普通コンクリート
先端部補強 建設大臣の一般認定による耐火鋼 適　用　箇　所・

事
５．ボルト 種類杭の施工法

打撃工法８．工事写真
・トルシア形高力ボルト

※軽量コンクリート区　　分 分　　類 規　　格 撮影箇所数 部数 備　　考 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト堀削工法 適　用　箇　所
※サービス版 ・普通ボルト着　工　前 ・カラー 監督員の指示・     製造所プレボ-リングの堀削長さ及び径（ｍ）

による・カラー ※サービス版
工事施工状況 ・（撮影計画を・ ・     ６．アンカーボルト・セメントミルク工法

提出する）※サービス版
完　　成 ・カラー

７．ターンバックル

８．溶接部の検査

９．錆止め塗装

10．耐火被覆 種類     ・ラス張りモルタル塗り ・耐火材吹付 ・耐火板張り

・製造所及び認定番号：

11．耐火表示 耐火材吹付け及び耐火板張りには、点検可能な部分に２箇所以上「耐火構造の表示方法」

による指定マークをつける。

12．アンカーボルトの

保持及び埋込み工法

13．柱底均しモルタル

無収縮モルタルの製造所

  ア-ク溶接継手

  閉塞平たん形

杭打機   ディーゼルハンマ　　　・

杭打機 　ディーゼルハンマ　　　・

試験堀削（本）　最初の１本　　・

認定品

 開放形

 図示

 図示

  打撃併用工法

 建設省告示第1103号第2号の規定に基づく建設大臣認定の鋼構造物製作工場

 17.3.1表による　　　・

所用性能：

２部

２部

※　設計図書及び設計図書において適用される必要な図書を整備する。
※　設計図書及び工事関係図書を、工事の施工のために使用する以外の目的で第三者に使用させない。
また、その内容を漏えいしない。ただし、これらの工事関係図書が市販されている場合又はあらか

じめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない.          　　　　　　　　　　 

※　下記工事に適用し、当該職種別技能士1名以上とする。合格証明書を添付した使用者名簿を

監督員に提出して承認を受ける。（1.5.2）

適用工事種別

・鉄筋工事・コンクリ-ト工事・鉄骨工事・ブロック及びＡＬＣパネル工事

・防水工事・石工事・タイル工事 ・木工事・屋根及び樋工事・金属工事

・左官工事 ・塗装工事 ・建具工事・内装工事・植裁工事

・適用しない

・置く  ・置かない                        

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承認を受けて、

当該製品の指定工法による。 

同等以上とする場合は、監督員の承認を受ける。

木材及び主要材料等は可能な限り県産品を使用するとともに、建築資材は県内販売業者

から調達するよう努めること。

・引渡しを要するもの　：

・再生資源化を図るもの：

・自由処分:すべて構外に搬出し、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、建設副産物適正処理推進要網に

従い適切に処理し、監督職員に報告する。

下記のものを原板とも監督員に提出する。

地

業

工

事

（1.3.3）

（1.5.8）

（1.1.5）

4.3.1図及び
4.3.1表

 JISA5525

・JISA5525 
・SKK400

JIS規格品
  １種

（4.2.1）～（4.2.8）（4.3.1）～（4.3.6）

断面寸法(mm)

（3.2.5）

（3.2.3）（3.2.1表）

（2.2.4）

（2.3.1表）

（5.1.1）（5.2.1）

（5.3.1）

（5.3.2）

・（建築工事 かぶり厚さは5.3.6表による）

（6.1.1）

（6.1.3）（6.1.1表）

（6.1.5）（6.1.1表）

（6.1.4）

普通コンクリ-トでは27N/mm2　未満、軽量コンクリートでは24N/mm2 

（6.2.3）

（7.10.3）（7.10.2表）

（7.10.3）（7.10.1表）

（7.9.8）

（7.9.6）製造所    所用性能を満たす建築基準法に基づく認定品で監督員の認める製品（7.9.5）

（7.9.2）

（7.8.1）

工法　　表7.10.2の　　・Ａ種　　　Ｂ種

種別　　表7.10.1の　　・Ａ種　　　Ｂ種　　　・Ｃ種

（7.2.6）

（7.2.4）

（7.2.2）（7.2.3）

SS400,SS490,SS540

SM400A,B,C,SM490A,B,C,

SM490YA,YB SM520B,C

SMA400AW,AP,BW,BP,CW,CP,

SMA490AW,AP,BW,BP,CW,CP

SN400A,B,C, SN490B,C,

SNR400A,B, SNR490B

SSC400

SWH400,SWH400L

STK400,STK490

STKR400,STKR490

STKN400W,STKN400B,STKN490

（例）SN490B-TMCP

（例）SM490B-FR

（7.2.1表）

（7.1.5）

（6.14.2）

（6.12.1）

・15ｍｍ　・20ｍｍ　・25ｍｍ　・30ｍｍ

（6.9.3）

（6.9.1）

Fc N/cm2

※ 21+3 N/mm2

・ 18 N/mm2

・ 24+3 N/mm2

・ 18 N/mm2

Fc N/cm2

※建築工事標準仕様書6章第9節の規定を適用する。

※日本農林規格による２種　　　　・

※コンクリート打込み後の養生期間に、コンクリートが凍結するおそれのある場合に施工する

※粗骨材の最大寸法は、コンクリート断面の最小径の1/4以下、かつ40ｍｍ以下とする.。

※均しコンクリート及び防水の保護コンクリートの場合は、25ｍｍとする。

溶接継目強度は母材と同強度の溶接設計をして　　・ある　　　・ない

JIS G3114

JIS G3106

JIS G3101

JIS G3136

JIS G3138

JIS G3350

JIS G3353

JIS G3444

JIS G3466

JIS G3475

建設大臣の一般認定によるTMCP鋼

・JISの高力ボルト

材質　　　　　　　・SNR400B　　・      

7.6.10、7.6.11による

胴の種類　　　　・割枠式　　　　・パイプ式 

ボルトの種類　　　 ・羽子板ボルト ・両ねじボルト ・アイポルト

（1.3.8）

（2.2.2）

（4.3.4）

（4.3.3）

（各部配筋 表7.2）

（各部配筋2.2）

（各部配筋1.1）

（5.4.1）～（5.4.10）

（7.1.3）

（7.1.4）

※ 21+3 N/mm2

無筋コンクリート、捨てコンクリート

２．　図面及び特記仕様に記載されていない事項は

１．　本特記仕様書は建築工事範囲について適用する.

３．　特記仕様

　２）特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する.

　３）特記事項に記載の（ ）内裏示番号は、建築工事共通仕様書中の、該当する項目又は表を示す。

  　　・ 印のない場合は、※ 印のあるものを適用する。

　１）項目は、番号に　　チェックのついたものを適用する。

数値、基準の適用及び他工事との取合について疑義ある場合は質疑回答時迄をもって明確化させた上、受注の事。

建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの又は同等以上とする。ただし、

１ 

特記仕様書

D16以下（建築工事）

D19以上（建築工事）

D19以上（建築工事）

D10～16（建築工事）

工事用水　　　構内既存の工事　　　・利用できる（※有償 　 ・無償）

工事用電力　　構内既存の工事　　　・利用できる（※有償 　 ・無償）

平たんさが必要な場合 表6.2.3のＢ種 セルフレヘ゛リンク゛材塗り

５．砂利地業 仕上厚さが7mm以上の場合 1ｍにつき 化粧打放コンクリート タイル張り

又は下地の影響を 10以下 塗装仕上、壁紙張り モルタル塗り

６．捨コンクリート地業 あまり受けない仕上げの場合 表6.2.3のＡ種 二重床

７．防湿層 10．セメント 種類　　　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・早強ポルトランドセメント　　・高炉セメントのＢ種

・

11．混和材料 混和剤 ※ ＡＥ剤、ＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ減水剤　　　・

混和材・フライアッシュ（JIS　A6201）・高炉スラグ゛微粉末（JIS　A6206）

・コンクリート用膨張剤（JIS　A6202）

12．塩化物量・ ※（6.5.4）による

アルカリ総量

13．暑中コンクリート

6章第8節の規定を適用する。

コンクリートの種別 　※6.14.2による。 　　厚さ（ｍｍ）　・60 　・50

（6.3.2）（6.3.1表）

（6.3.5）

（6.8.1）※コンクリート打設時における外気温が、25℃以上の場合、建築工事標準仕様書

（4.6.3）（4.6.4）

（4.6.4）

厚さ（ｍｍ）　　　　※60　　　　・図示

・ポリエチレンフィルム敷込み　t=0.15mm

・土間コンクリート下、地業上部に砂敷きt=3cm※適用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4.6.5）

６．ワーカビリテイー ※コンクリートのワーカビリティ-は、打込み場所並びに打込み及び締固め方法に・キャビネ版
施工業者 及びスランプ 応じて、型枠内並びに鉄筋及び鉄骨周囲に密実に打ち込むことができ、かつ、

ブリ-デイング及び分離が少ないものとする。
９．設備工事との取合い ※コンクリ-トのスランプ（単位：cm）

２．場所打ちコンクリー 打込み箇所 基礎、基礎梁 柱、梁、スラブ、壁
ト杭地業 所用スランプ 18

堀削工法 ７．材料及び調合の条件
・アースドリル工法10．提出図書

・リバース工法

・オールケーシング工法 ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤を用いるコンクリートの所用空気量の目標値は ※4.5％・

３．試験杭

８．打放し仕上げ 
断面寸法（ｍｍ） 本杭と同じ　　・ 施　工　箇　所種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種
４．載荷試験

９．コンクリ-トの 仕上がりの平坦さの標準値

仕上がり 平たんさ 参　考
コンクリートの内外装仕上げの程度試験の方法及び報告書は、敷地調査共通仕様書による。 （ｍｍ） 柱・梁・壁の場合 床の場合

・杭載荷試験 コンクリートが見え掛りとなる場合 3ｍにつき 化粧打放コンクリート 合成樹脂塗り床

又は仕上厚さが極めて薄い場合、 7以下 塗装仕上、壁紙張り ヒ゛ニル系床材張り

設置後の放置期間 その他良好な表面状態が必要な場合 表6.2.3のＡ種 床コンクリート直均し仕上

最大荷重（t） 仕上厚さが7mm未満の場合、 3ｍにつき 仕上塗材塗り カーペット張り

試験の方法及び報告書は、敷地調査共通仕様書による。 その他かなり良好な 10以下 タイル張り、モルタル塗り 防水下地

鉄筋の種類　　　　　　異形鉄筋 　Ａ種　・Ｂ種

コンクリートの種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

打ち止め処理  　打撃

鉄筋のかぶり厚（ｍｍ）100

杭の本数（本）　　　　最初の１本　　　　　・

杭の種類　　　　　　　本杭と同じ　　　　　・

杭の寸法　　　　　　　長さ（ｍｍ）

支持力の算定方法　　昭和46年1月29日建設省告示第111号による。

※平板載荷試験

２部
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施工範囲

※　図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

※　駆動装置が電動による建具類の2次配線及び操作スイッチ

施工図

設備機器の位置、取合いなどの検討ができる施工図を提出して、監督員の承認を受ける。

（4.5.3）

（4.5.3）

（6.2.3）

（6.2.4）

（6.2.3表）

コンクリートに含まれる塩化物の含有量は、塩化物イオン量（Cl）で ※ 0.30kg/m2　以下

（6.2.5）（6.2.4表）

単位水量の最大値は　　　　　  ※  185 Kg/m3

単位セメント量の最小値は　　  ※  270 Kg/m3      

※コンクリートはアルカリ骨材反応を生じるおそれのないものとする。

（4.5.3）

（4.5.1表）

（4.5.4）

（4.2.2）

（4.2.4）

・鉛直　　　　・水平

建築工事標準詳細図 　　　　　 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

建築工事施工監理指針（上、下）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年度）

躯体全て

水セメント比の最大値は　　　　※   65 % ただし基礎及び水槽部は55%以下とする。

内外壁、床版下打ち放し仕上げ面、複層仕上塗材下地面

試験深さ（ｍ）　　　設計 GL   　　　　　m

長期設計許容支持力　　　     KN/m

持力（KN/本）

 ・Ａ型　　　　・Ｂ型 

検査方法　　　・引張試験　　　・超音波探傷試験 

C種

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書(平成２５年度版)による。

床書き現寸図の作成　　　・行う　　　・行わない 

溶接技量付加試験　　　・行う　　・行わない

11．現場技術員等

（契約後）・工事着手届　・工事工程表　・現場代理人、主任技術者及び現場技術員届

・業種別（特殊）施工者承認願　・下請施工者通知書・資材等使用承認願

・火災保険加入契約書（写）・工事施工管理計画書

（工事中）・各種工事施工計画書　・各種工事施工図　・工事作業日報

・主要資材規格又は品質証明書　・各種試験成績書又は報告書

・特殊施工技術者資格証明書　・主要材料搬入検査簿　・技能士合格証明書

・出来形検査願

（完成後）・工事完成届　・工事完成引渡書（引渡図書目録添付）・完成図（指示による）

・工事写真帖　・責任施工保証書　・施工検査証明書　・官公署許認可及び検査済証

・各種届書等写　・維持管理取扱書（設備機器取扱い説明含む）

現場には下記の技街員を置く。

・現場技術員:適正な技術員を専任又は常駐させる事。

（1.1.5）

（1.2.4）（1.5.4）

（1.7.1）

・監理技術者又は主任技術者建設業法第26条による有資格者を専任又は常駐させる事。

下記図書を監督員の指示により提出する。（軽易な工事の場合一部省略することができる）

・別途係り員の指示により提出する。

・別途、鉄骨桁梁を基準とする

・JIS規格品

設計支持力（KN/本）　　　　　　　　　　・

１．鉄　　筋

鉄筋コンクリート造　平屋建新築

※　現地平均地盤高 　　　・図示 EL= 　　　　　　　・BM 　mm

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・切込砂利又は切込砕石  

・利用できない

・利用できない

・　構内指示の場所にたい積する。

・STK490

・鋼管杭 

・31.0m

・φ267.4,t=8

・Ｈ型鋼杭 ・

・JISA5526
・SHK400
・SHK400M
・SHK490M

(羽根径φ580)

・396 KN/本

・なし　・あり 　箇所数 　5 箇所

(羽根付き)

(羽根付き)

回転埋設工法

建築面積    　１１．２５ ㎡  

延べ床面積　  １１．２５ ㎡  

+237.72



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築工事特記仕様書(2)

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE建築工事特記仕様書(2)     
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５．軽量鉄骨天井下地 天井下地材は、JIS A6517（建築用鋼製下地材（壁・天井））による。

野縁等の種類は表14.4.1による。　　　※屋内19型、屋外25型　　・

種　類
１９　型 ２５　型

シングル野縁

ダブル野縁

野縁受け

部　材

25×19×0.5

50×19×0.5

38×12×1.2 38×12×1.6

25×25×0.5

50×25×0.5

又は［-19×10×1.2（ｍｍ）以上を用いて、吊りボルトの振止め補強を行う。

天井下地材は、JIS A6517（建築用鋼製下地材（壁・天井））による。６．軽量鉄骨壁下地

特記なき限りスタッド、ランナーの種類は表14.5.1による。

９０型

種類

５０型

６５型

部材

（注）１．ダクト類の小規模な開口部の補強材は、それぞれ使用した種類の

２．スタッドの高さに高低がある場合は、高い方を適用する。

３．５０型は、ボード片面張りの場合に適用する。

７．手すり

８．タラップ 材料　　　※ステンレス（SUS304）　　・スチール　　・

10．アルミニウム製 部材の種類（ｍｍ）、適用

付属部品

笠木本体

部材

・250

・260

種類
材質その他

ニウム及びアルミニウム合金押出

型材）によるA6063Sとする。

笠木本体製造所の仕様による。

アルミニウム製笠木の製造所

スタッド又はランナーとする。

１００型

等 スタッド ランナー 振止め に準ずる開口部

出入口及びこれ

の補強材 金　物

取付用

補強材

による区分

スタッドの高さ

製品幅 呼称板厚

2.2

・350型

製品幅 呼称板厚

3.0350

固定金具、ジョイント金具

仕上の色合い、模様、つや等は、見本帳又は見本塗り板による。

２．モルタル塗り 保水材は、メチルセルロース等の水溶性樹脂とし、実績等の資料を提出する。

吸水調整剤の製造所

既製目地材の製造所

・せっこう系　　　・セメント系３．セルフレベリング材

項　目 せっこう系 セメント系

フロー値

凝結時間

（時間）

衝撃

試験方法

19以上

15以上

0.5以上

0.4以上

割れ及びはがれのないこと

20以上

0.5以上

0.7以上

1以上

15以内
（セルフレベリング材

（社）日本建築学会

の品質基準）による。

製造所

調合はセルフレベリング材製造所の仕様による。

笠木

１．見本

塗り

金属整形板の種別および表面処理　　・アルミ既製品　Ｂ－２種　　・

JASS15 M-103

（15.2.2）

押出し型材は、JIS H4100（アルミ

100×45

50×45

65×48

2C-75×45

C-60×30

90×45

×0.8

67×40

92×40

102×40

×1.2

25×10 C-75×45

×0.8

×0.8

×0.8

×0.8

52×40

×0.8

×0.8

×0.8

19×10

×1.2

×10×2.3

×15×2.3

×15×2.3

L-30×30×3

高さ2.7ｍ以下

高さ4.0ｍ以下

高さ4.0ｍを超え

4.5ｍ以下

高さ4.5ｍを超え

5.0ｍ以下

L-50×50×4

（14.5.1表）

（14.5.3）

（14.5.2）

天井のふところが屋内1.5ｍ以上、屋外1.0ｍ以上の場合は、縦横間隔1.8ｍ程度に吊りボルトと同材

（14.4.1表）

（14.4.2）

圧縮強度（N/mm2）

下地接着強度（N/mm2）

表面接着強度（N/mm2）

笠木本体の材料の表面処理　　表14.2.1の　　・Ａ－１種　　・Ｂ－１種　　・

笠木の役物、付属品の表面処理、偶角部及び突当たり部等の工法は笠木本体製造所の仕様による。

９．金属整形板張り

下地　　　　　　　　　　　　　　　・軽量鉄骨天井下地による　　・

11．水切り鉄板 ・ フッソ樹脂鋼板　t=0.4

（14.8.2）

（14.8.3）

（14.6.2）

（14.6.3）

（14.7.1表）

（15.1.3）

（15.4.1表）

（15.4.2）

（15.4.3）

15.4.5による他はセルフレベリング材製造所の仕様による。 （15.4.5）

被着体の組合せとシーリング材の種類

施　工　箇　所 シーリング材の種類　　（記　号）

誘発目地

誘発目地

建具廻り

ガラス

※ポリウレタン系　　　（PU-2)

※シリコーン系　　　　（SR-1)

タイルの種類３．陶磁器質タイル型枠

陶器

き　　　じ

・ ・

磁器

・ ・

せっ器

うわ薬 役物 色

・ ・ ・ ・

施ゆう

・・

無ゆう

・・

あり

・ ・ ・

標準

・・

なし

・

注文
備　考

形状・寸法施工場所

タイルの製造所　　　項目２に同じ

先付け

Ｄ種

Ｃ-２種 着色陽極酸化被膜

化成被膜の上に塗装

合金の陽極酸化被膜

アルミニウム及びアルミニウム

合金の塗装板及び条

AA6

着色方法

３．陽極酸化被膜の ※二次電解着色　　　・

４．鉄の亜鉛めっき 鉄の亜鉛めっきは表14.2.2により、種別は箇所ごとの特記による。

表面処理方法種　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｅ種

Ｆ種

Ｄ種

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

規格番号 規格名称

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

２　種

２　種

HDZ55

HDZ45

HDZ35

５級

４級

３級

3.2以上

1.6以上

打継目地　　仕上り有り

タイルユニット等　　・11.2.2による　　　・

施工　　　　　　　　・11.4.3による　　　・

（11.4.1）

（11.3.3）

（11.1.3）伸縮目地のシーリング用材料の種別　　※9.5.1表による　　　・

タイル張りの工法　　　　　　　　　　※11.3.3による　　　・

JIS H8601

JIS H4001

（14.2.2）

（14.2.3）

最小板厚(mm)記号又は等級めっきの種類

JIS H8641

JIS H8610

（9.6.2）

※表9.6.1による

（14.2.2表）

6.0以上

打継目地　　仕上りなし

事

Ａ

パ

工

Ｌ
Ｃ

び
及
ク
ッ
ロ
ブ

８

ル
ネ

事

工

水

防

９

工

事

タ

ル

事

水

工

９

防

事

工

石

イ

事

工

木

事
工

屋
根
及
び
と
い

金

事

工

14

属

属

事

工

金

14

工

事

官

左
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保護コンクリート内に敷設する溶接金網はJIS G3551（溶接金網）による。

・

製造所

乾式保護材の製造所

鉄線径6ｍｍ、網目寸法100ｍｍの製品とする。

２．合成高分子系

３．塗膜防水

材質　※JIS A9511（発泡プラスチック保温材）による

絶縁用シートの材料

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材

種類　　　　・

パネル製造所

間仕切壁パネル工法

10．押出成型セメント板

長さ　　　　・

パネル製造所

パネルはJIS A5416（軽量気泡コンクリ-トパネル（ALCパネル））による。

ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートは６章［コンクリート工事］の普通コンクリートとする。

ブロックはJIS A5406（建築用コンクリートブロック）による。

ただし、レディーミクストコンクリートを使用する場合は、
充填用及びまぐさのコンクリートの調合は、表8.2.2による。

６．ＡＬＣ

１．補強コンクリート

ブロック造

３．鉄筋の種類

５．ＡＬＣパネル

外壁パネル工法

間仕切壁パネル工法

７．ＡＬＣ

８．押出成型セメント板

９．押出成型セメント板

外壁パネル工法

帳壁及び塀

パネルの取付工法　　表8.5.1の　・Ａ種　・Ｂ種

パネルの取付工法　　表8.5.2の　・Ｂ種　・Ｃ種

１．アスファルト防水

施　工　箇　所 種　別 施　工　箇　所 種　別 

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

・

フラットヤーンクロス（70g/m　程度）

・

露出防水に適用する。

ルーフィング防水

施　工　箇　所施　工　箇　所 種　別 種　別 

製　造　所施　工　箇　所 種　　　別 

・シルバー

※提出する　　　　　　　　・提出しない４．保証書

不定形弾性シーリング材（以下シ‐リング材）を用い、部材の接合部、目地部の充填等の５．シーリング用材料

シーリングに適用する。

有効期間を過ぎたものは使用しない。

材料　　　シーリング材はJIS A5758（建築用シーリング材）により、

２．コンクリートの調合

石材の割付１．一般事項

６．シーリング材の試験

接着性試験　　　　・引張接着性試験　　　※簡易接着性試験　　　・

２．SSG工法　バックマリオン方式及びメタルカーテンウォールの場合を除く。

石

金　属

ガラス

被着体の組合せ

被着体の組合せとシーリング材の種類
シーリング材の種類

コンクリート

ＡＬＣ

押出成形

タイル

アルミニウム製建具等の工場シール

遮音壁取合い部

セメント板

金　属
方立目地

コンクリート

ガラス

石、タイル

ＡＬＣ

押出成形セメント板

ガラス

石

プレキャストコンクリート

打継目地

石、タイル

ひび割れ誘発目地

ＡＬＣ

セメント板

押出成形

タイル

仕上げなし

仕上げあり

ＡＬＣ

押出成形セメント板

のＡ種

同表Ｂ種

シリコーン系

ポリサルファイド系

主成分による区分 耐久性による区分

10030

記　号

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げあり

仕上げあり

仕上げなし

シリコーン系

シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

仕上げあり

仕上げなし

変成シリコーン系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

ポリサルファイド系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

アクリル系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

アクリル系

9030G

9030

9030

9030

9030

9030

9030

9030

9030

9030

9030

9030

7020

8020

7020

8020

8020

8020

9030

9030G

8020

４．PCカーテンウォールの板間目地の場合を除く。

５．「仕上あり」とは、シーリング材表面に仕上塗装、吹付け又は塗装等を行う場合を示す。

６．異種シーリング材が接する場合は、監督員と協議する。

３．カーテンウォ-ル目地の場合を除く。

※外部に面する金属、コンクリート、建具等に用いる場合は、シーリング材の施工に

先立ち、接着性試験を行う。ただし、同じ材料の組合せで実施した試験成績書があ

る場合は、監督職員の承諾を受けて、試験を省略することができる。

・

２．石材 石材はJIS A5003（石材）により、品質は特記による。特記がなければ、

床用石材は２等品（10.2.1）、その他は１等品とする。

３．花こう岩類の石張り

施　工　箇　所 品　　　質 仕上げの種類産地・名称

４．大理石張り

施　工　箇　所 品　　　質 仕上げの種類産地・名称

５．テラゾブロック張り

６．敷石及び階段石

施　工　箇　所 品　　　質 産地・名称 仕上げの種類

※粗磨き　　・

厚さ

７．笠石、甲板等の石張

１．伸縮調整目地

ひびわれ誘発目地

※（11.1.1表）の位置に設ける。　　　・

２．陶磁器質タイル張り

タイルの種類

磁器

き　　　じ
施工箇所 備　考形状・寸法

せっ器 陶器 無ゆう施ゆう

うわ薬 役物

あり なし

色

注文標準

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・・ ・

・ ・ ・・ ・・ ・・ ・

・ ・ ・・ ・・ ・・ ・

タイルの製造所　　　サンプルを提示の上監督員の承認を得ること。

保水剤の製造所　　　仕様書を提出の上監督員の承認を得ること。

箇所ごとの特記による。

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理は表14.2.1により、種別及び種類は

１．ステンレスの

表面仕上

※ＨＬ　　　・

下地用製材の日本農林規格」、「針葉樹の構造用製材の日本農林規格」及び

「広葉樹製材の日本農林規格」の保存処理Ｋ３とする。

防腐剤は、JIS K2439（クレオソート油、加工タール、タールピッチ）による

クレオソート油とし、塗り回数は、２回とする。

防腐処理を行う部分は12.2.8による。

・設計図書の樹種について、下記の使用箇所及び樹種については代用樹種を

使用することはできない。

・

・

適用箇所　　　・

めっき付着量、塗膜の耐久性の種類、厚さ等は特記による。特記がなければ、塗装溶融

屋根葺形式 備　　考板厚（ｍｍ）

専門工事業者

２．折板葺 折板は、JIS A6514（金属製折板屋根構成材）による。

軒先面戸　　・

製造所

３．スレート波板葺 スレートは、JIS A5430（繊維強化セメント板）の波板による。

軒先面戸　　・

４．保証書

５．瓦葺

規格番号（規格名称）材　　　種 材質その他

・かわら棒葺 一般部分 下ぶき谷部分

・ ・

・一文字葺

・
・

・配管用鋼管

・排水管継

※硬質塩化ビニル雨どい

・排水用硬質塩化

ビニル管継手

・ルーフドレン

・表面処理鋼

・ステンレス鋼

・硬質塩化ビニル管

・とい緊結用銅線

JIS K6739

（排水用硬質塩化ビニル管継手）

JIS G5501（ねずみ鋳鉄品）

（塗装溶融亜鉛めっき鋼及び鋼帯）

JIS G3312

アルミニウム合金めっき鋼及び鋼帯）

（ポリ塩化ビニル被覆金属板）

JIS K6744

又はJIS G3405（冷間圧延

ステンレス鋼板及び鋼帯）

白金

亜鉛めっき

鋳鉄品の種類はFC150又は

樹脂焼付塗装を行ったもの

製品とする。

といと接着剤は同一製造所の

種類は２２とする。

屋根用とし、塗膜の耐久性の

種類は２２とする。

屋根用とし、塗膜の耐久性の

ＳＧ、Ａ種の両面被覆品とする。

は、特記製造所の製品とする。

耐酸被覆銅及びガルバリウム銅

径１．２ｍｍ

・取付金物、及び金物取付ピッチは積雪を考慮する。

表13.5.3（注）多雪地域による。

アルミニウム合金

２．アルミニウム及び

の表面処理

種　類種　別 表　面　処　理 規　格　名　称

Ａ-１種 無着色陽極酸化被膜 アルミニウム及びアルミニウム

合金の陽極酸化被膜Ａ-２種

Ｂ-１種

Ｂ-２種

Ｃ-１種

着色陽極酸化被膜

無着色陽極酸化塗装複合被膜

着色陽極酸化塗装複合被膜

無着色陽極酸化被膜

規格番号

合金の陽極酸化塗装複合被膜

アルミニウム及びアルミニウム

アルミニウム及びアルミニウム

B

上記以外の目地

5章第2節により、種類の記号はSD295Aとする。

・３種　　　・４種　　　・　　　　とする

厚さ　　・２５ｍｍ　　・

・屋根保護防水工法の場合　　　　・ポリエチレンフィルム厚さ０．１５ｍｍ以上

・屋根保護防水絶縁工法の場合　　・ポリプロピレン、ポリエチレン等を平織りした

立ち上がり部の保護　　　　・れんが押さえ　　・コンクリ-ト押さえ　　・乾式保護材

・カラー

・水平打継部、異種下地の取合部等は、原則として一枚の石材が跨いで取付けられないようにする。

・開口部回りは、建具等と取合いよくする。

・１等・２等・３等

・１等・２等・３等

・１等・２等・３等

・１等・２等・３等

・１等・２等・３等

・１等・２等・３等

・本磨き　　・

・本磨き　　・

・本磨き　　・

種石の種類、大きさ　　　　・大理石の類　　　　　・花こう岩の類

表面仕上　　　　　　　　・本磨き　　　　・水磨き　　　　・粗磨き

・１等・２等・３等

・（10.7.3）による。

表12.1.1の　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

含水率は表12.2.1により、種別は　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

防腐処理材はJIS A9108（土台用加圧式防腐処理木材）又は、「針葉樹の

・12.2.2による。　　　・

・0.4 ・0.4 ・アスファルト

業者名　　　県板金工業組合の会員施工業者　　　・監督員の承認する業者

・アスファルト

・アスファルト

形式　　　　・重ね型　　　・はぜ締め型　　・

材料は表13.2.1により、　・鋼板製　　　　・

波の種類　・大波　　・中波　　・小波

※提出する　　　　　・提出しない

単位荷重　　・

2

いぶし瓦　一文字葺　凍結対策品

（8.2.4）

（8.3.2）

（8.4.2）

種別及び厚さ　※8.3.2  による　　　・Ａ種t100（面台部）

（8.4.3）

（8.4.4）

（8.5.2）

（8.5.3）

（8.5.4）

アスファルトの種類　　　JIS K2207（石油アスファルト）の防水工事用アスファルト （9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.5）

（9.3.1）

（9.3.1表）

（11.2.1）

（11.1.3）

タイルの品質は、JIS A5209（陶磁器質タイル）によるほか、（11.2.1）による。 （11.2.1）

（10.6.2）（10.6.3）

（10.2.1）

（10.2.1）（10.2.2表）

（10.2.1）（10.2.1表）（10.2.2表）

（10.2.1）（10.2.1表）（10.2.2表）

（10.1.3）

（注）１．材料引張強度の低いものは、50％モジュラスが材料引張強度の1/2のものを使用する。

SR-2

SR-1

PU-2

SR-1

PU-2

PU-2

AC-1

PU-2

AC-1

PU-2

表8.4.2

なお、被着体がALCパネルの場合は、50％モジュラスが0.2N/mm2　以下とする。

（12.2.9）

（12.2.2）

（13.2.2）

（13.2.2）

（13.2.2）

（13.3.2）

ルーフィング940品

ルーフィング940品

ルーフィング940品

（12.2.1）

（12.2.8）

（12.2.1）

（12.2.1）

（12.1.4）

（13.5.2）（13.5.1表）

JIS G2303（ねじ込み式排水管継手）

JIS G3452（配管用炭素鋼鋼管）

JIS K6741（硬質塩化ビニル管） VP(管の種類)屋内には使用しない

JIS A5706（硬質塩化ビニル雨どい）

JIS G3318（塗装溶融亜鉛－５％

JIS G3320（塗装ステンレス鋼）

FC200とし、錆止め塗装に合成

（14.2.1）

（14.2.2）

（14.2.1表）

AA15JIS H8601

JIS H8602

種類　　　　・床用　　　・外壁用　　　・屋根用　　　・間仕切用   

・・

・

・

・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

設計基準強度（Fc）は18 N/mm2　以上とする。

表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度（Fc）　　21 N/mm2

設計基準強度(Fc)は ※ 18 N/mm2

亜鉛めっき鋼板屋根用コイルとし、記号による表示はCGCCR-20-Z25、厚さ0.4ｍｍとする。

長尺金属板の種類は表13.2.1により、長尺金属板の種類に応じた板及びコイルの種類、

（8.2.1）

（8.2.5）

（9.2.3表）～（9.2.11表）

（9.5.1表）（9.5.2表）

（9.5.3（2））

（9.6.1）

（9.6.2）

（9.6.1表）

（9.6.5）

（9.6.5）

（11.2.3）

（13.4.2）

11

10

12

13

１．表面仕上

２．木材

３．防腐処理材

４．防腐処理

５．代用樹種使用の禁止

６．集成材

７．防ぎ処理

１．長尺金属板葺

４．ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

厚さ　　　　　１５０　　　　　　　　　・

A種普通ブロック

１００

種別　　　　　Ｃ種普通ブロック　　　　・

押さえ金物の種類　　　アルミ製L-30×15×2　　　　・

・0.40

材　　種

・

・

・着色亜鉛鉄板

・フッ素鋼板

・カラーガルバニウム鋼板

・カラーガルバニウム鋼板　t=0.4

厚さ　　　　・100 ・120

パネルの取付工法　　表8.4.2の　・Ａ種　・Ｂ種

パネルの取付工法　　表8.4.3の　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

６．とい

材料　　　※ステンレス（SUS304）　　・アルミ　　　・

・175型

・175

※ポリサルファイド系　（P2)

※変成シリコーン系　　（M2)

M2

P2

M2

M2

P2

M2

P2

P2

M2

M2

M2

P2

屋　根

表9.4.1の種別Ｘ－１脱気装置の材質　　　　　　　　　設置数量

X-2



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築工事特記仕様書(3)

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE建築工事特記仕様書(3)     
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　4.仕上塗材仕上げ

事

官

工

左

15

事

建

工

具

事

工

具
建

16

事

工

具
建

16

エナメル塗り

エナメル塗り

８．アクリル樹脂

７．塩化ビニル樹脂

エナメル塗り

６．フタル酸樹脂

エナメル塗り

ラッカー塗り

ペイント塗り

４．合成樹脂調合

５．クリヤー

２．素地ごしらえ

３．錆止め塗料塗り

１．防火材料

・さざ波状

・ゆず肌状

・さざ波状　外装薄塗材E

・防水型 ローラー

・砂壁状

仕上げの形状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状

・砂壁状じゅらく

・ゆず肌状

仕上塗材の種類、仕上げの形状及び工法、ならびに適用

つや等に調合し、有効期間を経過したものは使用しない。

・薄付け仕上塗材

種  類

　外装薄塗材E

・内装薄塗材E

・可とう形

呼 び 名

・外装薄塗材E

ローラー

吹付け

吹付け

吹付け

工　法

吹付け

仕上塗材は、JIS A6909(建築用仕上塗材)により、製造所において指定された色及び

1～2(注)2

塗り回数

下塗材

主材基層

0.1以上

1.5以上

1

主　材

下塗材

主　材

下塗材

主　材

主　材

1.5以上

0.1以上

0.9以上

0.1以上

2

1

2

1

1.5以上

2.2以上 2

2

塗付量(N/mm^u2)

16

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸をヒュ-ズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動させる場合

アルミニウム製防火戸、木製防火戸及びガラス防火戸は、建築基準法により認定

建具は、耐風圧性、気密性、水密性等に関して所定の性能を有すること。

建具は所定の形状及び寸法を有すること。また、見掛かり部は、所要の仕上がり状態であること。

建具見本の製作

防煙シャッターの場合は、煙感知器と連動するものとする。

されたものとする。

防火戸の指定

また、所定の耐震性能を有すること。

建具工事に用いる材料は、所定のものであること。

・

・　　・ 建具表による

　　・ 建具表による  

(16.1.3)

(16.1.2)

開速度(°　/S)

開閉力のうちの閉じ力(N)

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値

種類

適用戸の(注)1

開閉方法

性能項目

SWD-1

50以下

120程度

180以下

片開き

SWD-2

70程度

150以下

標準質量(kg)

閉速度(°　/S)

センサ検出範囲(mm)

絶縁抵抗(MΩ)

両方通行

反転停止角度(°　)

手動開き力(N)

閉扉保持力(N)

開閉速度

戸の開かない側で戸の中心より1000以上

AC100V回路は、10以上

戸の開く側で戸の中心より2200以上

100以下

30以下

35以下

180以下 150以下

　17.オーバーヘッドドア

　16.軽量シャッター

　15.重量シャッター

ガイドレ-ルの使用材料 

(16.12.1)
特記外の仕様は、JIS A4715(オーバーヘッドドア構成部材)及び建具製作所の仕様による。

(16.12.2)

(16.12.2)

(16.12.2)

(16.12.2)

(16.10.1)

(16.11.2)(16.11.1表)

(16.10.1)

又はハンドルによる巻上げ。

鎖による巻上げ(クラッチ付)

降下用ひも又はフックによる

（16.10.2）

（16.10.1表）

降下用ひも又はフックによる

・スタンタード形 ・ローヘッド形 ・ハイリフト形 ・バーチカル形

特記外の仕様は、JIS A4704(軽量シャッター)及び建具製作所の仕様による。  

特記外の仕様は、JIS A4705(防火シャッター構成部材)による   

セクション材料

収納形式

開閉方式

製造所

製造所 

自重降下。

ローラーチェーン又は歯車に

・一般重量シャッター ・外壁用防火シャッター ・屋内用防火シャッター ・防煙シャッター

ローラーチェーンによる。

巻取りシャフトの駆動方法

よる。

開閉機能による種類

電動式

手動式

上　部

(手動併用)

上　部

種　類

機能による種類

鎖、ハンドル又はフックに

押しボタンによる巻上げ。

又はハンドルによる巻上げ、

よる巻上げ。

降下及び停止

操　作

自重降下。

－

手動時の操作

開閉機能による分類 ・ 上部電動式(手動併用) ・手動式 

・スチール ・アルミニウム  ・ファイバーグラス

・バランス式  ・チェーン式 ・電動式 

・溶融亜鉛めっき鋼板・ステンス鋼板

９．２液形ポリウレタン

コンクリート及び押出成形セメント板面２液形ポリウレタン樹脂エナメル塗りは

種別　　　・Ａ種　　　※Ｂ種   

コンクリート、ＡＬＣパネル及び押出成型セメント板面の素地ごしらえは

種別　　　・Ａ種　　　※Ｂ種   

種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　※Ｃ種

※　屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、基材同等の認定のあるものとする。

・　次の箇所を除き防火材料とする。

適用　　　・屋外Ａ種、屋内Ｂ種　　・

適用　　　・見掛かり部分Ａ種、見隠れ部分Ｂ種　　・

適用　　　・鋼製の建具Ａ種、その他Ｂ種　　・

塗料の種類　　　・屋外１種、屋内２種　　　・

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

鉄面及び亜鉛めっき面フタル酸樹脂エナメル塗りは表17.6.2による。

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

　3.見本の製作等

種別　　　※せっこうボードの目地処理が継ぎ目処理工法の場合Ａ種、その他の場合Ｂ種
・

・　材質　ステンレス　表面仕上 HL          

(15.5.2)

(15.5.2) (15.5.1表)

(16.8.2表)

（18.1.3）

（18.2.2）

（18.2.3）

（18.2.4）

（18.2.5）

（1.2.6）

（18.2.7）

（18.3.2）

（18.3.2）

（18.3.3）

（18.3.3）

（18.4.2）

（18.4.4）

（18.5.2）

（18.6.2）

（18.6.3）

（18.7.2）

（18.8.2）

（18.9.2）

（18.9.3）

（18.9.4）
表1.9.3による。

亜鉛めっき面２液形ポリウレタン樹脂エナメル塗りは表18.9.2による。

鉄面２液形ポリウレタン樹脂エナメル塗りは表18.9.1による。

アクリル樹脂エナメル塗りは表18.8.1による。

塩化ビニル樹脂エナメル塗りは表18.7.1による。

フタル酸樹脂エナメル塗りは表18.6.1による。

クリヤーラッカー塗りは表18.5.1による。

鉄面合成樹脂調合ペイント塗りは表18.4.2による。

亜鉛めっき面錆止め塗料塗りは表18.3.4による。

鉄面錆止め塗料塗りは表18.3.3による。

亜鉛めっき面錆止め塗料の種別は表18.3.2による。

鉄面錆止め塗料の種別は表18.3.1による。

せっこうボード及びその他ボード面の素地ごしらえは表18.2.7による。

表18.2.5、表18.2.6による。

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえは表18.2.4による。

亜鉛めっき面の素地ごしらえは表18.2.3による。

鉄面の素地ごしらえは表18.2.2による。

木部の素地ごしらえは表18.2.1による。

　1.基本要求品質

  2.防火戸

・特記認定番号による認定製品で監督員の承認する製品の仕様による。

・建築基準法による要求性能を有する認定製品で監督員の承認する製品の仕様による。

・内外部仕上表による各部位ごとの特記厚さ

15～40%

60～85%

吹付ロックウールの配合(質量比)及びかさ比重

仕上げ吹付け厚さ

種　類

ロックウール

セメント

配　合

ものを用いる。

0.2以上

かさ比重

・ 材料は15.8.2による。

吹付ロックウールの配合及びかさ比重は、表15.8.1により、防火材料に適用できるものとする。

(注)１．標準戸寸法は、幅1200mm×高さ2400mm程度(SSLD-1、DSLD-1)の場合

                      幅 900mmX高さ2100mm程度(SSLD-2、DSLD-2)の場合

厳しさ2による試験で異常がないこと

各種絶縁の許容最高温度以下で1MΩ以上

3mの距離で144Mhz、430Mhzは各5Wの影響で誤動作のないこと

AC1000V引加し、1分間耐えること(雷サージ対策回路を外してもよい)

奥行き方向は、戸中心より1000以上

幅方向は、開口間口より250を減じた寸法

    ２．防せいは、塩害のおそれのある場合に適用する。

    ３．センサの性能項目の適用は、表16.6.3による。

防せい(注)2

防滴(等級)

開閉繰返し

耐放射ノイズ

絶縁抵抗(MΩ)

センサ検出範囲(mm)

両方通行

温度上昇

耐電圧

保護等級3を満足すること

1サイクル以上

AC100V回路は、10以上

ガラスをはめ込む溝の大きさ 　 ※16.9.1による　 ・           

複層ガラスはJIS R3209(複層ガラス)による。

熱線反射ガラスはJIS R3221(熱線反射ガラス)による。

倍強度ガラスはJIS R3222(倍強度ガラス)による。

厚さ　  ※建具表による　　・
品種　　※建具表による 　 ・

品種　　※建具表による 　 ・
厚さ　  ※建具表による　　・

厚さ　  ※建具表による　　・

(15.7.1表)

(15.7.3)

(15.7.2)

(15.7.1)

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.3）

 7.ロックウール吹付け

厚さ　  ※建具表による　　・

(注)甲種防火戸で片面フラッシュ戸の場合又はかまち戸の鏡板は、実厚で1.5mm以上とする。

面するスイングドアの場合で、建具の高さが

丁番及び枠付きのピボットヒンジで吊る外部に

16.2.3、16.2.4及び特記外の事項はアルミニウム製建具製造所の仕様による。

　　上塗材の種類

製造所 監督員の承認する製造所

　9.鋼製軽量建具

アン力ー (幅25mm程度)、補強材の類

鋼製建具に使用する鋼板の厚さ(単位:mm)

出入口

窓

上記以外のもの

額縁、添え柱

かまち、鏡板、表面板

その他

戸
力骨、中骨

くつずり

1.80mを超えるもの

枠、方立 、無目、せん板、額類

外部の下枠、水切の板
枠類

枠類

区分 使用箇所

・

合成樹脂製の場合線径は0.25mm以上とする。

16.2.3及び特記外の事項は対象建具の製造所の仕様による。

メッシュ　　※16　　　　　・18

耐震ドアセットの適用及び内面変形追随性の等級

断熱ドアセット、断熱サッシの適用及び断熱性の等級

防音ドアセット、防音サッシの適用及び遮音性の等級

　8.鋼製建具

　7.網  戸

製造所

・

・

・Ｃ　種

※Ａ　種

Ｓ－6

Ｓ－４
Ａ－３

Ａ－４

・青銅

　14.ガラス

・合成樹脂

厚さ

引き戸用シリンダ錠

カムラッチハンドル

南京錠

ピボット

アーム

クレセント

ねじ締まり差込錠

引き手

とっ手

表示付き空錠

帽子掛け戸当たり

表示器

レール

戸車

キーハンドル

フロアヒンジ

ヒンジクローザ

ピボットヒンジ

ラバトリヒンジ

モノロック

上げ落とし

ケースハンドル

あおり止め

ドアクローザ

戸当たり

本締り付きモノロック

シリンダ本締り錠

シリンダ箱錠

棒鍵錠

　13.建具用金物
金物の種類

金物の材質

丁番

※ステンレス・亜鉛合金

※ステンレス

・黄銅・亜鉛合金※ステンレス

・アルミニウム合金

※亜鉛合金

・ステンレス

※ステンレス

・アルミニウム合金

・青銅

－

※鉄　※合成樹脂

－

－

－

※ステンレス

※鉄(焼付け塗装)

※ステンレス

※亜鉛合金

－

－

－

－

・黄銅

木製建具用

・青銅

※ステンレス

・亜鉛合金

※アルミニウム合金

※ステンレス

※軸を含めステンレス

見掛かり等の材質

金属製建具用

　　2.防せいは塩害のおそれのある場合に適用する。

　　3.センサの性能項目の適用は、表16.6.3による。

枠の見込み寸法100mm

枠の見込み寸法70mmＷ－4

Ｗ－５
　12.木製建具

・ 2.3 ・

・ 1.6 ・

・ 2.3 ・

・ 1.6 ・

・ 2.0 ・

・ 1.6 (注)・

・ 2.3 ・

・ 1.6 ・

・ 2.3 ・

事

装

工
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塗

外観

凡例 ※、・印：選択可能 －印：選択不可

溶剤系

弱溶剤系

水　系

溶媒

※

・

・

・ －

・ －

・・

・

・

・

－

－ －－

－

・

・

・

・

－

・

・

－

－・

・・

－ －

・・

・・

※ 特記外の材料は、仕上塗材製造所の指定する製品とする。

※ 下地調整塗材は、JIS A6916(仕上塗材用下地調整塗材)による。

     4.複層仕上塗材の上塗りが、ポリウレタン系、アクリルシリコン系、フッ素系又は

　   2.塗り回数は、仕上塗材製造所の指定による。

(注) 1.工法槽の吹付け、ローラー、こて塗りは、主材の塗付けに適用する。

・凸部処理

・凸部処理

複層仕上塗材の上塗材の種類  

・製造所 監督員の承認する製造所

樹脂 アクリル系

     3.※印の適用は特記による。

　仕上塗材

・軽量骨材

吹付け

吹付け

－

－

・

・凸部処理タ

・凸部処理

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸模様

・凸部処理

　複層塗材E

　複層塗材RS

　複層塗材CE

・防水形

・防水形

吹付け

ローラー

吹付け

ローラー

吹付け

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理

・ゆず肌状

・凹凸模様

・複層塗材RE

・複層塗材E

・複層塗材Si

　複層塗材CE

・可とう形

・複層仕上塗材

・被層塗材CE

ッ
コ
状

ローラー

吹付け

ローラー

吹付け

ローラー

・吹放し

・凸部処理

・吹放し

・ひき起し

・凸部処理

・凸部処理

・ひき起し

・凸部処理

・吹放し
・京壁状じゅらく

・砂壁状

・凹凸状

ッ

タ

・外装厚塗材E ス

ッ

コ

状

・内装厚塗材Ｃ ス

状

コ

・厚付け仕上塗材

・外装厚塗材Ｃ
・内装薄塗材W

タ

ス

・外装薄塗材S

吹付け

こて塗り

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

ﾒﾀﾘｯｸ ﾒﾀﾘｯｸ

1主材模様 0.9以上

1～2(注)2

1～2(注)2

上塗材

上塗材

上塗材

上塗材

上塗材

0.3以上

0.3以上

0.3以上

0.3以上

0.3以上

1

1

2

12.0以上主材基層

1～2(注)2

1～2(注)2

1～2(注)2

1～2(注)2

1～2(注)2

10.9以上主材模様

増塗材※

主材基層

上塗材

主材模様

下塗材

下塗材

主材基層

増塗材※

上塗材

0.9以上 1

0.9以上

1.7以上

0.3以上

0.1以上 1

1

2

2

0.9以上

1.7以上

0.1以上

0.3以上

1

1

2

2

主　材

下塗材

上塗材

下塗材

主材基層

下塗材

上塗材

主材模様

主材基層

0.3以上

0.1以上

0.8以上

0.8以上

2

1

1

0.1以上

0.1以上

0.9以上

1.0以上

0.3以上

1

1

1

1

2

下塗材

上塗材

主材

主材基層

主材模様

上塗材

上塗材

主　材

下塗材

下塗材

0.1以上

0.3以上

1.1以上

0.3以上

1.0以上

1

2

1

2

1.2以上

0.3以上

1.2以上

0.1以上

0.1以上

2

1

1

上塗材

主材模様

主材基層

上塗材

主　材

下塗材

下塗材

上塗材

主材模様

0.3以上

1.2以上

0.9以上

0.3以上

0.1以上

1

2

1

2

1

1.2以上

0.1以上

0.4以上

2.5以上
※

1

2

1

1～2(注)2

1～2(注)2

1～2(注)2

20.4以上上塗材

下塗材

下塗材

下塗材

主材基層

主材模様

主　材

上塗材

下塗材

主　材

15.0以上

0.1以上

0.1以上

2.5以上

5.0以上

1

1

1

0.1以上

0.4以上

0.1以上

5.0以上

1

2

1

主　材

下塗材

主材基層

主材模様

下塗材

主　材

主　材

1.2以上 1

0.1以上

5.0以上

2.5以上

0.8以上

1

1

1

0.1以上

1.5以上

1

1

       メタリックの場合の塗付け量及び塗り回数は、15.7.6(h)(4)(1)による。

ﾒﾀﾘｯｸ

ｼﾘｶ系 ポリウレタン系 フッ素系アクリルシリコン系

建築基準法により防火材料の指定を受ける箇所は、同法に基づく基材同等の認定を受けた

(注)つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材及び防水形複層塗材には適用しない。

モルタル、シ-リング材、塗料等が建具の見掛かり面に付着した場合は、直ちに除去する。

仮組を行う場合は、仮組方法、確認項目、確認方法等を記載した施工計画書を作成する。

開閉操作が複雑な建具については、操作方法を表示する。

施工後、建具の機能が満たされるよう調整する。

特殊な建具の仮組(対象箇所は監督員と協議する)

　　※ 行う     　　　 ・　行わない    

　　※カラーサンプル 　・　材料サンプル　 ・

外部に面する建具

種別

性能項目
備　考

(16.2.2)

(16.2.4)(14.2.1表)

(16.2.4)(14.2.1表)

(16.2.3)

(16.3.3)

(16.3.2表)

(16.3.2)

内部建具の表面処理  　  ※C-1種　   ・C-2種 

鋼板類    　　　　     　　  　　・ Z12ないしF12を満足するもの

簡易気密型ドアセットの性能の適用 ・ 表16.3.1   

自動ドア開閉装置の性能の試験方法は、JIS A1551(自動ドア開閉装置の試験方法)による。

製造所

(16.5.5)

(16.5.4)

ステンレス鋼板の曲げ加工   ・ 普通曲げ   ・角出し曲げ   ・       

 11．自動ドア開閉装置

手動開き力(N)

反転停止距離(mm)

開閉速度
500以下

350以下

250以下

100以下

開速度(mm/s)

閉速度(mm/s)

SSLD-2

適用戸の(注)1

開閉方法

開閉力のうちの閉じ力(N)

性能項目 120程度

190以下

片引き

130以下

70程度

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値

種類 SSLD-1

160以下

120程度

250以下

引分け

70程度

DSLD‐1 DSLD-2

16.3.5、16.3.6及び特記外の事項はアルミ二ウム製建具製造所の仕様による。        (16.3.6)

(注)１．標準戸寸法は幅1200mmX高さ2400mm程度(SWD-1)の場合

　　　　　　　　　　幅900mmX高さ2100mm程度(SWD-2)の場合

防滴(等級)

AC1000V引加し、1分間耐えること(雷サージ対策回路を外してもよい)

保護等級3を満足すること

防せい(注)2

開閉繰返し

温度上昇

耐放射ノイズ

耐電圧

厳しさ2による試験で異常がないこと

各種絶縁の許容最高温度以下で1MΩ以上

1サイクル以上

3mの距離で144Mhz、430Mhzは各5Wの影響で誤動作のないこと

建具材の加工、組立時の含水率(16.7.1表) 　　　・ B種 　　・

かまち戸のかまち、鏡板の材種　　　 ・ナラ ・タモ ・

ふすまの上張りの種類 　　　・鳥の子 ・新鳥の子 ・ビニル紙 ・ 

開閉力のうちの閉じ力(N)

ビニル被覆鋼板の適用は 　・建具表による    ・                                     (16.4.3)

フロ-ト板ガラスはJIS R3202(フロート板ガラス及び磨き板ガラス)による。 
厚さ　・建具表による　　  ・

品種　　※建具表による 　 ・
型板ガラスはJIS R3203(型板ガラス)による。

厚さ　  ※建具表による　　・

網入板ガラス及び線入板ガラスはJIS R3204(網入板ガラス及び線入板ガラス)による。

強化ガラスはJIS R3206(強化ガラス)による。

合わせガラスはJIS R3205(合わせガラス)による。

熱線吸収板ガラスはJIS R3208(熱線吸収板ガラス)による。

品種　　※建具表による 　 ・
厚さ　  ※建具表による　　・

厚さ　  ※建具表による　　・

品種　　※建具表による 　 ・
厚さ　  ※建具表による　　・

品種　　※建具表による 　 ・

品種　　※建具表による 　 ・

　6.アルミ二ウム製建具

　5.操作方法の表示

　4.施工管理

5.複層仕上塗材の

ﾒﾀﾘｯｸつやあり つやなし つやなし つやあり つやなし つやあり つやなし つやあり つやなし

標準質量(kg)

表面仕上   　　　    　 　 ・ HL        ・       

(15.5.2)(15.5.2表)

16.4.3及び特記外の事項はアルミニウム製建具製造所の仕様による。                  

(16.8.2)

(16.8.1表)

(16.6.2)

(16.6.2)

(16.6.2)

(16.6.1表)

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.2）

（16.13.2）

 10.ステンレス製建具

　6.防火材料の指定

・複層塗材RS

・凹凸模様 ※ステンレス・黄銅(上吊りの場合を除く)

・亜鉛合金

気密性 水密性

・　Ｔ－２（３０等級）

外部建具の表面処理  　  ※B-1種   　・B‐2種

耐風圧性

耐風圧性

Ｓ－５

Ｓ－５

・凹凸模様

・防水形

網の材種  　・合成樹脂製 　・ガラス繊維入り合成樹脂製 　・ステンレス製 

・Ｂ　種

簡易気密型ドアセットの性能の等扱は3とし、適用は   ・ 建具表による  ・         (16.4.2)



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築工事特記仕様書(4)

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE建築工事特記仕様書(4)     
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10．壁紙張り
６．アスファルト舗装

・片引き　　・引分け

ひだの種類　　　・

きれ地　　　　　・

カーテンレール　・アルミニウム合金製　　　・ステンレス製　　・

・黒板及びホワイトボード

ホワイトボードは23.2.8による。

・鏡（建築工事範囲）

室名札、ピクトグラフ、案内板等　　　　　　・

ガラススクリーンに対する衝突防止表示　　　・

法令に基づく非常用進入口等の表示　　　　　・

・表示

・５ｍｍ

暗幕カーテンの重ね　　　　・300ｍｍ　　　・

黒板　　　　　　・焼付　　　　・

・インターロッキングブロック舗装

・舗石

・コンクリート平板舗装

・転圧コンクリート舗装

・10　・15　・25 

15

10

10

 5

アスファルト舗装

※顔料を用いた加熱アスファルト混合物　　　　・

カラー舗装の種類

舗装の平たんさ

※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　・

車道部　　※基層あり　　　・基層なし

・複合３種フローリング

工法

・湿式（モルタル埋込み工法）　・乾式工法（釘どめ工法）　・乾式工法（接着工法）

壁紙はJIS A6921（壁紙）により、建築基準法に基づく

品質及び防火性能の級別は内装仕上表による。

防火材料の指定のある壁紙には、施工後、認定ラベルを張り付ける。

防火材料の認定表示のあるものとする。

（19.5.3）

（19.8.2）

（19.8.3）

（22.4.2）

（22.4.2）

（22.4.2）

（20.2.8）

（20.2.9）

（20.2.10）

・カーテン

スラットの材質　　　　・アルミニウム合金製　　　・・カラー舗装

・コンクリート舗装

・透水性舗装

・排水性舗装

・10　・15　・25　・35

・10　・15　・25 

15

15

10

10

10

・単層フローリング

・複層フローリング

・モザイクバーケット

・フローリングブロック

・複合１種フローリング

・複合２種フローリング
（20.2.14）

５．特殊機能床材

10．常温乾燥形ふっ素

樹脂エナメル塗り

エマルションペイント

11．つや有合成樹脂

塗り

12．合成樹脂

エマルション

ペイント塗り

13．多彩模様塗料塗り

模様塗料塗り

エマルション

14．合成樹脂

15．ウレタン樹脂

ワニス塗り

16．油性ステイン塗り

２．ビニル床タイル張り

３．ビニル巾木

４．ゴム床タイル

６．弾性ウレタン樹脂

塗り床材

７．エポキシ樹脂塗り

床材

11．畳敷き

12．カーペット敷き

13．断熱・防露

３．路床

４．路床材料

７．コンクリート舗装

８．透水性舗装

９．排水性舗装

10．ブロック系舗装

11．街きょ、縁石

及び側溝

12．砂利敷き

１．排水管

２．排水ます及び溝ふた

１．植栽基盤

２．支　柱

３．支柱丸太、添木丸太

４．新植樹木の枯補償

５．芝張り、吹付けは種

及び地被類

２．PCカーテン

ウォール

２．プレキャスト

コンクリート工事

３．間知石及び

コンクリート間知

ブロック積み

４．敷地境界石標

２．再生材

１．適用範囲 １．メタルカーテン

ウォール

５．天井点検口

６．表示標識

７．鋼鉄製マンホール蓋

８．トップライト

９．グレーチング

17

塗

装

工

事

事

工

装

内

18

工

装

舗

19

18

事

水

工

20

排

事

栽

工

植

21

22

23

17．複層仕上材Ｅ吹付 ＪＩＳ　Ａ６９０９による

14．特殊内装工事

15．結露防止材工事

ガラススクリーンに対する衝突防止表示　　　・

・表示

法令に基づく非常用進入口等の表示　　　　　・

室名札、ピクトグラフ、案内板等　　　　　・

キャスタブル耐火材の製造所

・煙突ライニング

煙突用成形ライニング材の製造所

・コーナービード

・間知石

材種　　　　・

・コンクリート間知ブロック

種類　　　　・

質量区分　　・

地業材料

※4.5.2（Ｃ）による　　　・

石標の種別

寸法（mm）　※450角　　・600角

材質　　　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

製造所　　評価名簿による

寸法（mm）取付方法区　分 材質厚さ（mm）枚数 印字方法

・＜　　　　　＞

・＜　　　　　＞

・600×100

・＜　　　　　＞

・＜　　　　　＞

・200×200

・120×360

印刷

・アルマイト印刷

地　　色・緑

・エナメル書・＜　　　　　＞

・＜　　　　　＞

※面付形

・持出し形

・持出し形

＜8-43-3＞

・＜　　＞

面付形

まで400

床面より天端

※アクリル板

厚5

＜8-42-1

～13＞

厚1.9

厚5

・階段表示板

・案内板

・ピクトグラフ

・誘導標識

・荷重表示板

・衝突防止表示

・エナメル書

※シルクスクリーン

印刷

文字矢印・白
（　）

室名札　　　太ゴシック正体文字の割付については、監督職員の承諾によること。

誘導標識　　材料は、消防法技術基準に合格したもの。

取付（又は表示）　図面特記による他監督職員と協議の上決定する。

形式　　　 　・防水防臭型（密閉形）　　※簡易防水防臭型（簡易密閉型）

荷重　　　 　・T-2　　・T-6　　・T-20　　・

製造所　　 　評価名簿による。

材種　　　 　・ポリカーボネイト樹脂製　　　・FRP製

製造所

荷重　　　　図示による。

製作所　　　評価名簿による。

市販品  

材質　　　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）

・硬質アルミニウム製（受枠共）

・ビニル製（ステンレス製受枠）　　　・ステンレス製（受枠共）

・アクリル板

・適用　　　・不要

　材種　　　　・ステンレス　　　・塩化ビニル樹脂　　　・

材種　　　・鋼製（溶解亜鉛メッキ）　　　※ステンレス製

・面付形

・持出し形

・面付形

・面付形

・800×100

・400×600

・150×150

・シルクスクリーン・アルミニウム製

・既製品　厚１.0

・アクリル板　厚5

・ステンレス製種

マーク入り　（・電　　　・　　　・　　　）

・アクリル樹脂製

溶接金網　　　　　　・あり　　　　　　・なし

早強セメント　　　　・使用する　　　　・使用しない

舗装の平たんさ

舗装の平たんさ

アスファルト

仕上がりの平たんさ

コンクリート縁石及び側溝は表19.9.1により、形状及び寸法は特記による。

砂利敷きの使用材料及び種別は表19.10.1による。

※通路Ａ種、建物周囲その他はＢ種　　・

形　式

鋼製グレーチング

種　　　別

・

・受枠付

・

耐　荷　量

・500kg/m2用

・Ｔ－６用

製　造　所

・Ｔ－６用

・

有効土層として整備する面積及び厚さ、工法

・三脚　・四脚　・鳥居形　・布掛け　・八ツ掛け　・ワイヤ支柱　・地下埋設形支柱

芝の種別　　　　　　　　　・こうらい芝　　・野芝の類　　・

芝の工法　　　　　　　　　・目地張り　　　・べた張り　　・筋芝張り

ＰＣカーテンウォールの仕上　　　　・

配筋は配筋を定めた計算書を提出し、監督職員の承諾を受ける。

金属材料の種類　　　・

他

事

の
工

そ
の

及
び

ッ
ト

ユ
ニ

・著しい不陸がないもの　　・

・著しい不陸がないもの　　・

・改質アスファルト　型　　・改質アスファルト　型

コンクリート平板舗装の目地材　　　・砂　　・モルタル

舗石の基層　　　・アスファルト舗装　　　・コンクリート舗装

・著しい段差がないもの（3ｍｍ以内）　　　・

地業材料　　　・4.5.2（Ｃ）　　・

・防腐剤塗り　　　　　　　・杉　焼き丸太　　・

・表21.2.1、表21.2.2による　　　・

・引渡しの日から１年　　　・

製品の寸法許容差　　・表22.2.1による　　・

躯体取付け金物の取付け位置の許容差　　　・表22.2.2による　　・

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差　　　・表22.2.3によ　・

コンクリートの種類及び品質　　　・22.3.2による　　・

鉄筋　　　　　　　　　　　　　　・SD295A　　　　・

補強鉄線　　　　　　　　　　　　・3.2ｍｍ   ・

製品の見掛かり部の寸法許容差　　　・表22.3.1による　　　・

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差　　・表22.3.2による　　・

畳の種別

種別

畳の構成

JIS A5902（畳） 畳床

畳表

・Ａ種

畳へり

ヘリ下紙

平刺縫い
針足

JIS L3108

（畳ヘリ地）による種類

返し縫い

かまち縫い

KT-

・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種

WJ-2WJ-1

C2

錦糸ヘリ地

J1

柄ヘリ地

色むらがないもの

黒紙とハトロン紙を張り合わせた紙等とし、寸法が正しく

じゅうたん、タフテッドカーペット、ニードルパンチカーペット及びタイルカーペット

は、消防法に定める防炎性能を有するものとし、認定表示の有るものとする。

表18.8.1による　種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

じゅうたんの品質はJIS L4404（じゅうたん）による。

タフテッドカーペットの品質はJIS L4405（タフテッドカーペット）による。

ニードルパンチカーペットは特記製造所の製品とする。

製造所

による区分

（ｍｍ）

・断熱材打込み工法

・JIS A9511（発泡プラスチック保温材）によるビーズ法ポリスチレンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

製造所

型枠緊張用ボルト、コーンの撤去跡及び開口部等のモルタル詰めの部分は、

断熱材張付け又は表18.9.3により断熱材を充填する。

種　　　別

種別　　　　　　・Ａ種　　　　　　・Ｂ種

パイルの形状　　・ループパイル　　・

タイルカーペットの品質は表18.8.2及び表18.8.3による。

遮断層の種類　　　・

遮断層の厚さ　　　・

凍上抑制層の厚さ　　　・

凍上抑制層　　　　・適用　　　・不要

※この章は、主として構内の舗装工事ならびに側溝、外きょ、縁石等を設置する工事に適用

各節に再生材の規定がある場合は、原則として再生材を使用する。

ただし、やむを得ない場合は、監督職員と協議する。

する。

｜

｜

工
事

ル

ウ
ォ

テ
ン

カ

凍上抑制層材料　　　・

・

遮断層の材料　　・川砂、海砂又は良質な山砂とし、75μｍふるい通過量が10％以下のもの

路床盛土材料　　　　表3.2.1の　・Ａ種　　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

路床安定処理　　　　　・適用　　　・不要
路床安定処理の方法　　・添加材料による安定処理、厚さ30cm、目標CBR5以上

８．石こうボード、

その他ボード及び 規格番号 種類又は記号規格名称

ボード類の規格

・

仕上げの種類

・防滑仕上げ

厚さ　（ｍｍ） 製　　造　　所

仕上げの種類

事

・平滑仕上げ

帯電防止床シート、床タイル

ビニル床シートはJIS　A5705（ビニル系床材）による。

種類の記号　※ＮＣ　　　・

柄　　　　　※無地　　　・マーブル　　・

厚さ　　　　※2.5　　　・2.0

ビニル床タイルはJIS　A5705（ビニル系床材）による。

色柄　　　　・　　　　　　　厚さ　・　　　  

製造所

性能　　　　・

厚さ　　　　・

種類　　　　・

柄　　　　　・無地　　　・マーブル　　・

厚さ　　　　・2.0　　　・

種類の記号　・ＮＣ　　　・

高さ　　　　・75　　　 ・100

厚さ　　　・2.0　　　・

視聴覚障害者用床タイル

形状　　　　・

種類　　　　・

１．ビニル床シート張り

コンクリート及び押出成形セメント板面常温乾燥形ふっ素樹脂樹脂エナメル塗りは

下地がコンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、木部等の

適用　　　※鉄面及び鋼製の建具はＡ種、その他の亜鉛メッキ面はＢ種

下地がコンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード等の

・

事

工

装

内

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

適用　　　・Ａ種　　　※Ｂ種

材種　　　・アルミニウム合金製（押出し形材）　　　・塩ビ製

・建築工事として特記された範囲に適用。

機械縫い30以下、手縫い35以下

機械縫い35以下、手縫い35以下

機械縫い45以下、手縫い45以下

機械縫い30以下、手縫い45以下

機械縫い40以下、手縫い50以下

機械縫い45以下、手縫い60以下

※250×80

・200×40

・ ステンレス枠

亜鉛めっき面常温乾燥形ふっ素樹脂樹脂エナメル塗りは表18.10.2による。

鉄面常温乾燥形ふっ素樹脂樹脂エナメル塗りは表18.10.1による。

表18.10.1による。

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗りは表18.11.1による。

合成樹脂エマルションペイント塗りは表18.12.1による。

多彩模様塗料塗りは表18.13.1による。

下地が鉄面及び亜鉛めっき面の多彩模様塗料塗りは表18.13.2による。

合成エマルション模様塗料塗りは表18.14.1による。

下地が鉄面及び亜鉛めっき面の合成樹脂エマルション模様塗料塗りは表18.14.2による。

木部ウレタン樹脂ワニス塗りは表18.15.1による。

油性ステイン塗りは表18.16.1による。

（18.10.2）

（18.10.3）

（18.10.4）

（18.11.2）

（18.12.2）

（18.13.2）

（18.13.2）

（18.14.2）

（18.14.2）

（18.15.2）

（18.16.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.4.3）（19.4.3表）

（19.4.3）（19.4.4表）～（19.4.7表）

（19.7.1表）

（19.6.1表）

（19.3.2）

（19.3.3）

（19.3.3）

（19.3.3）

（19.3.3）

（1.9.2）

（19.9.2）

（22.1.1）

（22.1.3）

（22.2.2）

（22.2.2）

（22.2.2）

（22.2.3）

（22.2.3）

（22.2.3）

（22.5.3）

（22.5.4）

（22.6.2）

（22.7.2）

（22.7.3）

（22.8.2）

（22.8.2）

（22.8.3）

（22.9.2）

（22.9.2）

（22.10.2）

（21.2.1）

（21.2.2）

（23.2.3）

（23.3.3）

（23.3.2）

（23.4.2）

（23.4.3）

（17.2.1）

（17.2.3）

（17.2.3）

（17.2.3）

（17.3.2）

（17.3.2）

（17.3.2）

（17.3.3）

（17.3.3）

（17.3.4）

（17.3.5）

（20.2.10）

（20.2.11）

（20.2.11）

（20.3.1）～（20.3.4）による。

（20.4.2）

（20.2.10）

(ただし巾木は防滑仕上げなし)

・ コンクリート
   2次製品

・300角 ・Ｔ－２用

・つや消し仕上げ

・断熱ポリスチレン複合板t26

・グラスウールt25、ガラスクロス押え

施　工　箇　所

・壁、天井

・薄膜流し展べ仕上げ　　　　・厚膜流し展べ仕上げ

管種　硬質塩ビ管VP　　　　　　　呼び径 100

・室名札

合板張り

９．フローリング張り

５．路盤

１．ユニット工事 １０．くつふきマット23

ト

そ
び

ッ
ニ
ユ

及

・階段滑止め

製造所　　・

・フリーアクセスフロア

・トイレブース

製造所　　・

・横形　　　・縦形

・ブラインド

ヘッドボックス及びボトムレールの材質　　　※鋼製　　・

・ステンレス　　　・アルミニウム　　・

・ビニルタイヤ入り　　　・ビニルタイヤなし

ブラインドの種類　　　・ギヤ式ブラインド　　・

スラットの幅　　　　　・25ｍｍ　　　　　　　・

路床安定処理用材料

・普通ボルトランドセメント

規　格　名　称

・フライアッシュセメントＢ種

・生石灰　１号

・生石灰　２号

・消石灰　１号

・消石灰　２号

JIS R5210

規格番号

JIS R5213

JIS R900

ボルトランドセメント

フライアッシュセメント

工業用石灰

備　　　考

砂質土の場合

シルド質土、

粘性土の場合

種　　　類

ジオテキスタイルの適用と品質　　・

舗装の種類と路盤の厚さ

・アスファルト舗装

舗装の種類

歩道部

・10　・15　・25　・35

車道部

路盤の厚さ

10
事
工

他
の

の

適用は特記による。

難燃合板は難燃合板の日本農林規格による。

特殊合板は特殊合板の日本農林規格による。

フローリングの種別

・フローリングボード

JIS A6301

JIS A5430

JIS A5404 木毛セメント板

JIS A6901

繊維強化セメント板

吸音材料

せっこうボード製品

難燃木毛セメント板、

断熱木毛セメント板

0.8FK、1.0FK

IB,WWCB,GP-B,HB-P

RW-F,RW-B,RW-BL,GW-F,GW-B,DR,

GB-R,GB-S,GB-F,GB-L,GB-D １１．天井廻り縁

１２．排水ピット蓋

（19.7.2）

（19.7.2）

（19.5.2）

（22.2.3）（22.2.2表）

（22.2.3）

（22.3.2）（22.3.1表）

（20.2.5）

（20.2.2）

（20.2.6）

（20.2.12）

19

工

事

装

舗

１３．流し台

材種　　　・ 鋳鉄製

　・ BL認定品

PC20

取付方法　　 ・枠付　　　・直付

・樹脂モルタル仕上げ　　　　・防滑仕上げ

・壁、天井　結露防止材塗り　t=1.5mm



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

法規チェックリスト

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE法規チェックリスト     

20

居

室

の

採

光

・

換

気

等

28居室の彩光及び換気 ・　居室なし 排煙口面積［別表計算書のよる］  ・ 全て自然排煙　・ 一部機械排煙

 　　　換気方法（　　　　　　　　　　　　）
・ 有　－　室名（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　その他の階 （　　　　m2）／200m2　　　≦　・ 2カ所

上　記　外　　　　　　－　　0.75ｍ≦（     ｍ ）　22／21≦（　      　）
直上階居室計（　 　m2）＞200m2 -1.2ｍ≦（　　　ｍ）　20／24≦（　 　）

・ 4ｍ以上に付き踊場設ける（　 　）カ所、ふみ幅（      ｍ）≧ 1.2ｍ

勾　配（　　　／　　　）　≦　1／8　　表面仕上材　（　　　　　　　）

中間手すり　　・ 設置［幅・高さ　3ｍ　・ 1ｍをこえる］　　　・ 不要
階段の幅・高さ（ 　　ｍ、　　　  ｍ）　 　一般手すり　　・ 設置

地上（　　　）階、地下（　　　）階　　・ 避難階段［5階以上、地下2階以下］

       居室の床面積　避難直上階（　　　 　m2）／400m2　　  ≦　・ 1カ所

排気口高さ（　　　　　　　ｍ）　　≦　　　給気口高さ（　　　　　ｍ）
給気口高さ（　　　　　　　ｍ）／天井高さ（　　　　　　ｍ）≦　1／2

直通階段の構造（　　　　　　　　　　　　　）　　［木造以外］

その他の居室－　歩行距離（　　　　　ｍ）≦ 50［廊下・階段　準不燃］
無窓居室　　－　歩行距離（　　　　　ｍ）≦ 30・10ｍを加えている

［Ａ＞200m2は、両側居室1.6ｍ以上、片側居室1.2ｍ以上］
その階の居室の床面積（　　　　　m2）、　　廊下幅（　　　　　ｍ）

構　造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）［耐火構造又は不燃材料］

無 窓 居 室　・ 有　　　室名（　　　　　　　　　　　　　　   )

廊　　下　　幅 35 119

の2
121
23

126

屋　外　階　段

屋上広場・バルコニー等の
手摺 　　（　　　　　　ｍ）　≧　1.1ｍ

高さ

避難階段の設置及び構造 123 ・ 特別避難階段［15階以上、地下3階以下］

125

23

120

25

26

24

階

段

・

廊

下

直階段のふみ幅

階段及び踊場の手すり

階段に代わる傾斜路

直通階段・歩行距離

階段・踊場の幅
けあげ・踏み面寸法

踊場の位置及び

36

階高（　　　　　　　　）ｍ　・ 4ｍまで

2の6

116

129の

20の
2,3

1～3

122

121

の235居室等

無窓居室の主用構造部

2以上の直通階段 35

35
の3

換気設備の技術的基準

換気設備（自然換気）

窓その他開口部を有しない
・ 無し

火を使用する居室の有無
・ 無

・ 不要

・ 該当しない

・ 該当する

上記に該当する場合

・ 設　置（　　　　　　ｍ　≧　20ｍ）　　　・ 不　要

廊下・階段･通路の壁・天井の仕上げ材（　　　　　　　　　　　）

　　居室の壁、天井の仕上げ材（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　≧0.75ｍ、　　　　　　≧1.2ｍ、　　　　　≧直径1.0ｍ）
代用進入口の巾　　　　　　　高さ　　　　　又は大きさ

代用進入口の間隔（　　　　　　　ｍ　≦　10ｍ）
・ 設　置（　　　≧　 3）　　　　　・ 不　要

・ 設置　　［3以上500m2をこえる、又は延1,000m2をこえる］

制限を受ける特殊建築物
の2 の4

そ

の

他

内

装

制

限

避    雷    設    備
129
の14

特殊建築物の内容 129

非

常

用進

  入
  口

非

常

照

明

非常用進入口の設置

非 常 用 進 入 口 126

12835

の7

126
の6

非 常 照 明 の 設 備 12635
の4

・ 2.2階建延べ1,000m2又は平屋建延べ3,000m2をこえる
・ 3.耐火構造以外でこんろ、ボイラー等火を使用する部屋がある

・ 1.3階建以上、延べ500m2をこえる

法　 令  ・  条 　例

都　　   計 　 　 法

建基法　　　   43条

建基法　　　   48条

建基法  56・56の2条

防火地域－階数（　　）　延面積（　　　　m2）　　構　造（　　　　）

準防火地域－階数（　　　）　延面積（　　　m2）　構　造（　　　　　）
［階数3・面積100m2以上耐火、左記以外準耐火又は耐火］

[地上4以上1,500m2をこえるもの耐火、地上3又は500m2を

構　造　・　規　模

法令条例

法   令

耐

火

・

準

耐

火

構

造

等

屋　 根  　葺 　材 22

審 査 項 目

地域・規模による構造制限
62
61

［別表の計算書による］

こえ以下準耐火]

チ ェ ッ ク

軒　　  高 　 　さ

最　高　の　高　さ

建   築   面   積

延  べ  床  面  積

建 築 基 準 法 （令）

その他の法令・条例

建基法　　61・62条

建基法  　52・53条

建　　  物 　 　名

敷   地   面   積

建　　築　　概　　要 地 域 ・ 地 区 等

・ 消防署と別棟扱い（消防安第26号）管廊・別棟との接続敷地等と道路との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦　FL＋1.8ｍ

・ 不要

条例等による制限の附加の有無

・　防火設備（常時閉鎖式　防火戸面積［　     　   ≦ 　3m2］　）
90cm以内の壁面等の構造（　　　　　　　）　［準耐火構造・告第1369号］

その他の部分と防火区画

以下の場合の措置法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
居室の排煙面積1／50　　　　　　　　　　　・ 以上　　・ 以下も有り
これる場合の措置法　（・ 防煙壁を設置　　　　　　　　　　　　　）
居室の面積　　100m2（すべて居室）　　　・ こえない　　・ こえる

操作位置（高さ）　壁付1.5ｍ≧（　　　　ｍ）≧0.8、天井吊下げ（　　　ｍ）
排煙口までの距離（　　　　　　　ｍ）　≦　30ｍ

延焼の恐れのある部分

AM　No．　（　　　　　図）による

［別表の計算書による・すべて1,500m2以内］

ボンベハウス等の構造

防

火

区

画

・

防

火

戸

防火区画・竪穴区画 112

                    構造等

排

煙

判　定

排 煙 設 備 の 構 造

排 煙 設 備 の 設 置

126
の3

12635
の2

防火区画に接する部分の

防火戸その他の防火設備

          ダンバーの構造等
防火区画を貫通する 112

-16

109

11,14

112
-10

-9

規制：200%　・　60%

指定なし

指定なし防 火 地 域 等

騒音規制、各種保全地域、宅地規制
公園法、その他

建 築 物 の 高 さ

用  途  地  域

容積・建ぺい率

日影
斜線

防  火  区  画 11236

・ 有　その他の部分の構造（　　　　　　　　）
・ 無

該当なし

換気口（上・下）
壁

屋根

防　火　対　象　物

そ の 他 確 認 事 項

項             目

都市計画区域外

該  　当  　事  　項

都 市 計 画 区 域

項                目 摘　　　　　　　　　　要

・ 防火対象物　　　項　・ 協議済15

道路・隣地斜線制限に適合
日影規制該当なし

地域

直通階段の幅（　　　cm）  ≧ 90cm、その他の階段（　　　cm）60cm

1

審 査 項 目

水噴霧消火設備等

屋 内 消 火 栓 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

消    火    器    具

誘導灯・誘導標識

消    防    用    水

非 常 警 報 設 備

自動火災報知器設備

連 結 散 水 設 備

緩 和 適 用 条 項

危 険 物 の 制 限 等

無       窓       階

危

険

物

避

難

設

備

そ
の
他

警
報
設
備

消

火

設

備

RC造

・ 設　置　地階階数3以上　　　　　　     ・ 不　要　地階階数2以下

・ 設置［1.が2万m2以上かつ2.が耐火構造で1.5万m2以上］　　・ 不　要

 ・ 屋内消火栓設備　　　・ 水噴霧消火栓設備等

構造及び仕上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
危険物の量  （　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 一般取扱所　　　　　　室　名（　　　　　　　）

軽油・重油・潤滑油等の使用量及び保管場所

 ・ 屋外消火栓設備　　　・ 消防用水

 ・ 各階共床面積の1／30以上有り

 ・ 連結散水設備

10

・ 貯　 蔵　 所

・ 少量危険物

32

規則
5-2

・ 自動火災警報装置

1.地階の床面積合計（　　　          m2）

　　　　　　 但し自火報設備無し　　　　　　  　又は自火報設備有り

・ 設置［1.の面積700m2以上］　　　・ 不　要

　・ 設　置　　　　　　　　　　・ 不　要
地　階　　・ 有　　・ 無　　　無窓階　　・ 有　　・ 無

・ 設置［延1,000m2以上又は2の床面積300m2以上］      ・ 不要

地階階数（　　 　　）

［避難口・通路誘導灯］

28
の2

27

24

26

21

RC造

・ 設置［200m2以上］           ・ 緩和申請する          ・ 不要

法令条例

・ 設置［耐火構造で9,000m2以上］                 ・ 不要

・ 設置［耐火構造で3,000m2以上又は地階等で床面積600m2以上］

13

18

19

～

法   令

17
・ 不要

11

10

チ ェ ッ ク

消　防　法　（令）

判　定

・ 不要

 ・ 床面積の1／30未満の階有り　　　　（　　　　　　階）

・ 区域外　　　　　　　　　　　［耐火・準耐火以外の屋根は告第1361号］

屋根材（デッキPLの上、コンクリートt=8cm+露出シート防水）

今回：6.36%　・　4.74%

発電機室・電気室･ボイラー室等の面積（         　　　　　　 　    m2）

地上階の1階又は1＋2階の床面積（           m2）  構  造（           ）

1.延面積（        m2） 2.地階・無窓階・3階以上の床面積（        m2）

1.敷地面積（　　　　  m2）　2.床面積（　　　　m2）　3.構　造（　　　　）

避難上消火活動上有効な開口部　　　［別表の計算書による］

階数（　　　）　　　　延面積（　　　　　　m2）

薬　注　室

 m2

鉄筋コンクリート造 地上１階

11.25 m2

11.25 m2

3.15　m

3.65　m

接道長さ： 127m
前面道路:幅員　5.15m

今回：%　・　%

・ 設置［延300m2を超える又は地階･無窓階･3階以上で床面積50m2以上］

延面積（         m2） 地階無窓階の床面積 （        m2）　構 造（       ）11.25

11.25

11.25
・ 施行令第109条の5区域　構　造（　　　　　)RC　造

延面積 （        　   m2）11.25

11.25



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

平面図・仕上表・面積表

1:200・1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 平面図・仕上表・面積表 

21

ルーフドレン

トップライト

屋上管類貫通部

クーリングタワー基礎

ＥＸＰ．Ｊ金物

笠木兼用避雷導体

外部付属物及び詳細番号

くつふきマット

・

・

・

・

・

・

屋上点検口

避雷針基礎

屋上換気塔

煙　突

タラップ

・

・

・

・

・

と　い

手すり

・

・

丸環・

旗　竿

ポリマーセメント系複層仕上塗材

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

合成樹脂溶液系複層仕上塗材

合成樹脂調合ペイント塗り

   複層塗材ＣＥ

   複層塗材Ｅ

   複層塗材ＲＥ

   ＳＯＰ

   複層塗材ＲＳ

木造下地

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

軽量鉄骨下地

石こうボード

木目化粧石こうボード

ポリスチレンフォーム保温板

木毛セメント板

テラゾーブロック

Ｗ

ＣＢ

Ｃ

Ｓ

ＦＫ－Ｐ

ＤＲ

ＰＦ

ＴＢ

木毛板

ＦＫ

ＧＢ－Ｄ（Ｔ）

ＧＢ－Ｄ（Ｗ）

ＤＲ(凹凸)

外装薄塗材Ｅ

内装薄塗材Ｓｉ

内装薄塗材Ｅ

略　　　　号

化粧石こうボード（トラバーチン）

無石綿セメントけい酸カルシウム板

吸音用穴あき石綿セメントけい酸カルシウム板

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

けい酸質系複層仕上塗材

外　　壁

複層塗材Ｓｉ

１．

共　通　事　項

床

外　部　仕　上　表

仕　　上　　表

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、◎印のついたものを適用する。

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

・

・

・

・

・

・

鋼　製

アルミ製

既製品

アルミ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

図　示

アルミ

図　示

７－０１－１

６－４６－１

図　示

図　示

・

・

・

・

・

・

・

・

・

図　示

図　示

図　示

図　示

図　示
・

・

・

・

・

・

・

８－３１－１

カーテンボックス

ブラインドボックス

室内掲示板

手すり

階段手すり

吸音壁

断熱材打込み

押　入

ホイストレール

クレンガーター

搬入口

３-３１-１､２

３-３１-３

７－０１－２

・

・

・

・

・

・

鋳鉄製既製品

図　示

既製品（将来工事）

備　　考

・

・

・

・

・

・

軒　　　天

マンホール蓋

室名札

ピクトグラフ

庁舎案内板、各階案内板

下足箱

ＥＸＰ－Ｊ金物

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・８－２３－２

・

・

・

・

・

流し台

フード

コンロ台

流し上部水切り

つり戸だな

水切りだな

脱衣箱

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

床点検口

便所へだて

肢体不自由者用便所

便所手すり

トラフ

くつふきマット

タラップ

天井点検口

・８－２３－１

図　示

図　示

図　示

図　示

・

・

・

・

・

・

・

２－０２－８～１２・

・

・

・

・

・

・

・

・

・５－２２－１

５－２１－１

５－２２－２

・

・

図　示

図　示

図　示

５－２１－２

５－２２－３

図　示

７－２１－１

図　示

・
５－３２－１

５－３３－１

図　示

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

既製品（将来工事）

背もたれ付

くつ洗い流し

グレーチング流し

電気用ハンドホール蓋

文字板

庁名板

郵便受

目　地

軒とい

Ｕ型

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

フック

グレーチング受枠

浴室まわり

足掛金物

図　示　

ステンレス（図示）

スチール（図示）

８－２１－２

８－３１－３

・

・

・

・

・

内部付属物及び詳細番号

６－１１－１

６－１１－５

６－３２－１

３－４２－２

既製品

既製品

６－２４－１・２・３・４・５

１－２１－

図　示

図　示

６－３１－

背もたれ付

釣針型

図　示

図　示

図　示

図　示

６－１１－１

６－１１－１

６－１１－１

６－１１－１

図　示

２． 仕上表に記載の詳細番号は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕 部建築課監修）を示す。

３． 特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。

４． 付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階数表示板は、平面図による。

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。５．

打放し仕上げの梁型は、側面をＢ種、底面をＣ種とする。６．

・

アルミ(図示)

ＧＢ－Ｒ

内　部　仕　上　表

階 室　　　名

既製品(塩ビ製W150)・

・

巾　　木

下地

床

詳細番号 詳細番号高さ下地

壁

仕　　上 下地 仕　　上

巾　　木　・　腰

６－２２－１～４

６－２３－１・２・

６－２４－１・ ６－２５－１・２
６－２６－１・２・３・４・

・多機能便所・

建具廻り　変性シリコン系　MS-2 ,10×10

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

モルタル

油性ステイン塗り

クリヤラッカ塗り

塩化ビニル樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

塩化ゴム系エナメル塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

グラファイトペイント塗り

軽量骨材吹付材吹付

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗り

つや有合成樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂ワニス塗り(アクリル樹脂クリヤ塗り)

   Ｔ－ＥＰ

   ＶＥ

   ＡＥ

   ＦＥ

   ＲＰ

   ＡＣ

   ＵＣ

   Ｍ

   ＯＳ

   ＬＣ

   ＧＰ

   軽骨吹付

   Ｇ－ＥＰ

   ２－ＦＵＥ

   ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

   ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

下　地

屋　　根

・

下　地

・
仕　上

詳細番号高さ仕　　上

天　　　井

コンクリート

詳細番号仕　　上 梁型仕上下地柱型仕上 詳細番号 詳細番号
備　　　考

５－３１､３２､３３

８－２１－３

(１００φ)

(１００φ)

(泥だまり桝はなし)

コンクリート打放し（Ｃ）

パラペット ハンドホール

壁外面:コンクリート打放し（Ｂ）

壁内面:コンクリート打放し（Ｂ）

床面:無筋コンクリート直均し
t=50～100、水抜きパイプVP50

タラップ:ポリプロピレン被覆

上面:コンクリート直均し

鋳鉄製マンホール蓋、防水型
電マーク入り、回転式取手

（打増20）

・

・

複層塗材(ＲＥ)吹付仕上げ

２－０２－１４

８－４３－１

８－４４－１

８－４１－１

１-０１-３

・

・

ひさし

天端・見付け

天　端

床・手摺

（打増20）

複層塗材(ＲＥ)吹付仕上げ

コンクリート打放し（Ｂ）

床

・

手摺

１　階 エポキシ系床用塗料
コンクリート直均し コンクリート １００コンクリート打放し(B)

エポキシ系床用塗料立上げ
２-１１-８

・　コンクリート直均し

(防滑仕上げ)

・ コンクリート打放し（Ｂ）

化粧目地切

（打増20）・ コンクリート直均し （出入り口ポーチ） ・ コンクリート打放し(B) H=２００

防水層 ・
・　コンクリート直均し

・ ウレタン系塗膜防水X-2

・　コンクリート直均し

・

見付け

・ （打増20）

・

コンクリート打放し（Ｂ）

送　風　塔

・　立上り

・　笠木：ｱﾙﾐ製既製品　W=250形
ｱﾙﾐ製手摺一体型

外　壁

外　壁　面

ステンレスタラップ(背かご付き)

無筋コンクリート コンクリート コンクリート打放し(B)

複層塗材(ＲＥ)吹付仕上げ ・

・

・

２-０２-８  ３-０１-１１直天コンクリート打放し（Ｃ）

 Ｃ

工

区
分

号
略

事

＜　　　＞　　　　　　　　：　土木工事

＜　　　＞　　　　　　　　：　建築機械設備工事ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ＜　　　＞　　　　　　　　：　プラント電気設備工事

＜　　　＞　　　　　　　　：　建築電気設備工事

＜　　　＞　　　　　　　　：　プラント機械設備工事

t=100 結露防止材塗りt=1.5 結露防止材塗りt=1.5

ウレタン系塗膜防水(X-2)

・　笠木：ｱﾙﾐ製既製品

ウレタン系塗膜防水X-2

ウレタン系塗膜防水X-2、立下げ

建　築　面　積

延　床　面　積

階

１　階

１　階

工 事 建 物　　面 積 表

符　号

１

１

計　算 面　積 （ m ）2

１

Ｓ＝１／２００１階・建築面積　求積図

1 1

A

B

2

25
00

400 4500 400

薬注室

薬　注　室

凡　例　　【±○○○】　GL=±0からの床仕上レベルを示す

【+150】 【+250】

【+250】

【+250】

A

B

【+250】

平　面　図　　Ｓ＝１／１００ 屋　根　伏　図　　Ｓ＝１／１００

打ち継目地　ポリウレタン系　PU-2, 20×10

化粧目地　 ポリウレタン系　PU-2, 20×10

90
0

90
0

排水構、設備基礎H=100
防液堤H=200

2

４．５０×　２．５０

４．５０×　２．５０

１１．２５

１１．２５

4,500

2
,
5
0
0

20
180

4500

180
20

18
02
0

20
18
0

800 1000 900 1000 800

105011002350

25
00

91
0

10
0
91
0

40
0

1010 250 900

60
0

8102910 600

8101340



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

立面図・断面図

1:100・1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 立面図・断面図 

22

・上図の基礎形状は想定、地質調査資料、構造計算により決定する。

AA A

CCCC

BBBB

DDD

E
EE

EEE

A

B

C

外　部　仕　上　表

D

E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（B）補修

ウレタン系塗膜防水(X-2)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（B）補修の上　複層塗材（RE）

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ　PU-2 20×15

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ　PU-2 20×15

立　面　図　　Ｓ＝１／１００

南　面 東　面 北　面 西　面

薬注室

断　面　キープラン

1

B

A

ウレタン系塗膜防水(X-2)

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ
PU-2 20×15

A B 1 2 

20
00

2500

25
0

250

335265

100100 600

25
0

250
335265

100100 600

:打ち継目地、化粧目地　ポリウレタン系　PU-2, 20×15

:建具廻り　変性シリコン系　MS-2 ,10×10

20

9090

180 180
20

90 90

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（B）
複層塗材（RE）

90 90
20
180

90
0

11
00

30
0

30
0

B B

A

A

薬注室

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（C）
複層塗材（RE）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（B）
複層塗材（RE）

結露防止塗材　ｱ)1.5

結露防止塗材　ｱ)1.5

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ
PU-2 20×15

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上H150

10
0

10
0

20
0

20
0 1
00
10
0

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ
PU-2 20×15

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
エポキシ系防塵塗装

15
0

95
0

15
0

80
0

15
0

95
0

15
0

80
0

FL +237.87 FL +237.87
GL +237.72 GL +237.72

 A-A　断面詳細図　　 Ｓ＝１／６０ B-B　断面詳細図　　 Ｓ＝１／６０

900 900

31
50 30
00

最
高
高
さ

軒
高
さ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上（C）
複層塗材（RE）

ウレタン系塗膜防水(X-2)ウレタン系塗膜防水(X-2)

400

20
15
0

17
0

400

15
0

31
50
～
36
50

30
00
～
35
00

E

4500

E D

A

結露防止塗材　ｱ)1.5

10
4

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
エポキシ系防塵塗装

2

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し（B）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷きt=0.15
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷きt=0.15

12501250

50
0

36
50

無筋コンクリートt=100無筋コンクリートt=100



符号・数量

姿図

Ｓ＝１／５０

材料・仕上

ガラス

型式

1
AW

アルミ製引き違いサッシュ

２

７０

アルマイト仕上げアルマイト仕上げ

網入りガラス　ｔ＝６．８

１AD
1

建具リスト

見込

金物
クレセント、引手ドアーチェック、フランス落とし

ステンレス丁番

レバーハンドル、シリンダー錠

網入りガラスｔ＝６．８

７０

か所か所

mm mm

アルミ製片開きフラッシュドア

３方アルミ額縁25×40 ４方アルミ額縁25×40

１／１０外部ＡＤ詳細図

断面 詳細図

(AD1) アルミサッシュ詳細図 １／１０

断面 詳細図

平面 詳細図
平面 詳細図

シーリングＭＳ－２　１０×１０

7
0

シーリングＭＳ－２　１０×１０

7
0

モルタル詰め

シーリングＭＳ－２　１０×１０

シーリングＭＳ－２　１０×１０

70

シーリングＭＳ－２　１０×１０

シーリングＭＳ－２　１０×１０

シーリングＭＳ－２　１０×１０

70

(AW1)

モルタル詰め

アルミ額縁　４０×２５

40

10

1
5
2
5

モルタル詰め

アルミ額縁　４０×２５

1
5

2
5

40

モルタル詰め

アルミ額縁　４０×２５

1
5
2
5

10

アルミ水切

H

20

15

180

ステンレス沓摺

2
,
0
0
0

20 180

1
0
0

モルタル詰め

1
0

15 25

4
0

モルタル詰め

4
0

15 25

1
0

アルミ額縁　４０×２５アルミ額縁　４０×２５

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建具表・詳細図

1:10・1:6

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 建具表・詳細図 

23

2

建　具　キープラン

薬注室

1

B

A

AD
1

1
AW

1
AW

目地詳細図　１／６

１　打継目地 ２　化粧目地

横目地 縦目地

1
5

2
0

シーリング（ＰＵ－２）
２０×１０

20

20

20
シーリング（ＰＵ－２）

打継ぎ部

２０×１０

15

３　庇下端水切り

50

20

20

15

20

20

４　壁、開口出隅

600

600

1,100

8
0
0

4
0
0

2
,
0
0
0 9
0
0

1,000

1
8
0

2
0

2
0
0

2
0

バックアップ材

バックアップ材



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

壁式構造配筋標準図

NONE

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=NONE壁式構造配筋標準図     

鉄筋コンクリート壁式構造配筋標準図

§１　一般事項

符　号 厚　さ

§２　壁の標準配筋

§３　壁筋の定着

§４　壁交差部の縦補強筋と縦筋のピッチ（Ｐ）

§５　壁梁の配筋

§６　壁厚及び壁梁の配筋詳細

1 - 1

1 - 2

基 本 事 項

そ の 他

1）　本標準図に記載なき事項は、「鉄筋コンクリ―ト構造配筋標準図」による。

2）　耐久性上有効な仕上げのない壁（屋内、屋外共）及び土に接する壁は10以上増打ちとする。

3）　特記なき限り粗骨材は最大径20mmとする。

1）　特記なき配筋は上表によるが、壁の厚さは§6によるか、梁形を設ける事が望ましい。

2）　( )内は開口部の高さhがh≦1000の場合を示す。

3）　(S)はシングル配筋、(D)はダブル配筋を示す。

4）　ダブル配筋の巾止筋は、D10-＠1000以内を標準とする。

5）　開口部補強の横筋（壁梁主筋）は設計図によるが、特記のない場合は縦筋に準じ、あばら筋は壁筋と同じとする。

6）　壁符号は設計図に記載なき場合は下表による。

7）　地下室のある場合は設計図による。

8）

2-D19の代わりに2-D16+2-D13とすることができる。

9）　斜め筋の配筋が困難な場合は、縦筋横筋に置き換えてもよい。

1）　隣接の梁と同レベルの場合は通し配筋とするが、壁長が非常に大きい場合の定着はL1のみとしてもよいが

主筋がスラブレベルと同じ場合は5-2スラブ受け筋と継手とする。

2）　スラブ受け筋は、ダブル配筋の場合は2-D13、シングル配筋の場合は1-D13とし壁筋の要領で定着する。

又壁梁のない場合も配筋する。

1）　かぶり厚さを40mmとした場合をしめす。

※　最小かぶり厚さを30mmとした場合、壁厚は上表より-20mmとする。

2）　主筋のあきは1.5dかつ25mm以上とし、斜め筋が配筋できる寸法とする。

3）　主筋と帯筋及びあばら筋の寸法関係は下表による。

3）　腹筋は壁の横筋と同径、同ピッチとする。

a）　シングル配筋とシングル配筋

b）　シングル配筋とダブル配筋

c）　ダブル配筋とダブル配筋

W 1 2

W 1 5

1 2 0

1 5 0

W     A

W     B

W     C

D 1 0 - @ 2 0 0 ( S )

D 1 0 - @ 2 0 0 ( D )

D 1 0 - @ 2 0 0 ( S )

D 1 0 - @ 2 0 0 ( D )

D 1 0 - @ 2 0 0 ( D )

縦筋、横筋
縦　筋 斜め筋

開口補強筋

a

b

1 - D 1 3

2 - D 1 3 ( 1 - D 1 3 )

2 - D 1 3 ( 2 - D 1 3 )

2 - D 1 6 ( 2 - D 1 3 )

2 - D 1 9 ( 2 - D 1 6 )

1 - D 1 0 ( 1 - D 1 0 )

1 - D 1 3 ( 1 - D 1 0 )

2 - D 1 3 ( 1 - D 1 3 )

2 - D 1 3 ( 1 - D 1 3 )

2 - D 1 6 ( 1 - D 1 6 )

2-D13の代わりに1-D19とすることができる。

b

a

2 - 1
標準配筋リスト

2 - 2
標 準 壁 配 置

3 - 1

3 - 2

端 部 の 配 筋

壁に対する定着

3 - 3

3 - 4

頂 部 の 定 着

基礎に対する

4 - 1

4 - 2

W12

W    A

5 - 1
定 着

6 - 1

6 - 2

配 筋 タ イ プ

壁 厚 表

5 - 2

5 - 3

継 手

そ の 他

定 着

4 - 2
W    B

4 - 2
継 手 、 定 着

(W    C)

(W15)

タ イ プ 別

5階

4階

3階

2階

1階

W     A

W     A

W     A同上

W     B

W     C

W     B

W15
(W     A)

W15
(W     A)

W15
(W     A)

W15
(W     A)

(W15)
(W     A)

同上 同上W     B

W12

l≦1500の壁は柱の帯筋に準じて配筋する。

シングル配筋  ダブル配筋 

 ダブル配筋 シングル配筋

　 布基礎 　 　独立基礎　

　タイプＡ　 　タイプＢ　

 基礎梁の下端筋の定着 

縦補強筋の定着及び継手は、ラーメン構造の柱の主筋に準ずる。

a）基礎梁がない場合 b）基礎梁がある場合

（開口補強筋は基礎下端まで延ばし150d以上水平に折り曲げる）

スラブ受け筋及び腹筋は壁端まで延ばし§3項の要領で配筋する。

※L1は最上階を示す。
壁長が上下階で
異なる場合

a）壁長lが短い場合 b）壁長lが長い場合

壁梁内での継手はなるだけ設けないようにし、壁内で継手を設けるか、壁への定着とする。

WG W

GL

WGW WGW

開口補強筋
地中梁主筋

第１横筋 第１横筋

第１横筋第１横筋

第１あばら筋

第１あばら筋第１あばら筋

第１あばら筋

スラブ受け筋 スラブ受け筋

腹筋

腹筋腹筋

腹筋

スラブ受け筋
梁主筋又は
　　

　　梁主筋

斜め筋 斜め筋

2-D16以上

壁横筋D10 あばら筋D10

補強筋

8d

L2

P/2

P/2

L1

8d

L1

P/2

P/2
P

P/2

P/2 P/2

P/2

P/2

P

P P
P

P

P

P
P

P

P/2 P/2

D1

40※
40※

40※
40※

配 筋タイプ別による壁厚表 ( m m )

タイプＡ タイプＢ

梁　主　筋 梁　主　筋
斜め筋壁曲げ

補強筋 D 1 3

1 9 0

1 9 5

2 0 0

D 1 0

D 1 3

D 1 6

D 1 3

D 1 6

D 1 9

D 1 6

1 9 5

2 0 5

2 1 0

D 1 9

2 0 5

2 1 5

2 2 0

D 1 3

1 8 5

1 9 0

2 0 0

D 1 6

1 9 0

2 0 0

2 1 0

D 1 9

1 9 5

2 0 5

2 1 0

壁 縦 補 強 筋 壁 梁 主 筋

D 1 P 1

D 1 3 2 0

D 1 6 2 2

D 1 9 2 3

D 2 P 2

D 1 3 2 6

D 1 6 2 6

D 1 9 2 6

1-D13(1-D16)

4-D13

3-D16(3-D19)
1-D13

2-D16(2-D19)
2-D13 4-D13

1-D13(1-D16)

4-D13 4-D13

1-D13

L1

L1

L1

L1

L2

P/2

P1

P2

24

L2

L2 L1以上 L1

L1  L1

L2

L2

L2

L2

L2

L2

L2

L1以上 L1

L2

L2

L2 L2

L2 L2

 

 

 

L2

L2

L2

10
0

15d

 
 

 P

 
 

 P

 
 

 P

 
 

 P P

 
 

P P

 

P

 
 

P P 

 
 

 P P

 

P

10
d以
上

10
d以
上

10
d以
上

※
L1

l

L1

L1

L1

L1

l

10
d以
上

※
L1

L1

L2

 

P1 P2

D2

 
 

 
 

L1

L1以上
50以上

L1

 

 



B×D

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹　筋

□D10-@200

2-D10

FG1

3-D16

3-D16

250×700

1
5
0

8
0
0 5
5
0

2
5
0

基礎・地中梁配筋図  1/60

GL

FG1

F1

符　号

位　置

断　面

B×D

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹　筋

全断面

□D10-@200

2-D13

梁リスト 1/60

開口補強筋と兼ねる

壁天端開口補強筋と兼ねる

2-D13

符　号

壁　厚

断　面

縦　筋

縦　筋

開　口

縦

横

斜め

幅止め筋

D10@200

D10@200

2-D13

2-D13

2-D13

D10@1000

壁リスト 1/60

W18

180

全断面

□D10-@200

2-D13
開口補強筋と兼ねる

壁天端開口補強筋と兼ねる

2-D13

WGa WGb

4-D10

180×600180×940

8-D10

＊壁梁主筋の定着は、Ｌ1とする。
＊腹筋は、壁の横筋と同ピッチとする。
（壁の横筋を引き通す。）

L
1

L1

2-D13

2×
L1

2-D13

2
-
D
1
3

開口部分配筋詳細図 1/30

2
-
D
1
3 スラブリスト

符　号 スラブ厚 位　置 短　辺 長　辺

下端筋

下端筋

上端筋

上端筋

RS1

cS1
D10-@200

下端筋

上端筋
S1 200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

150

150

600

ベース配力筋D13@200

ベース主筋D13@200

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築構造図(1)

1:100・1:60

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 建築構造図(1) 
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1 2

Ｓ＝１／１００屋　根　伏　図

cS1

cS1

A

B

cS1cS1

RS1

240 2700 240

15
00

54
0

54
0

1 2

A

B

Ｓ＝１／１００１　階　床　伏　図

S1

W18 W18

W18 W18 W18

W
1
8

W
1
8

cS1

A

B

Ｓ＝１／１００

FG1

FG1

F
G
1

F
G
1

1 2

F
1

F
1

F1

F1

構造特記事項

１）コンクリート

１．使用材料

２

２捨てコン　：　Ｆｃ１８Ｎ/ｍｍ

２）鉄　筋

ＳＤ２９５Ａ　：　Ｄ１６以下（重ね継手）

ＳＤ３４５　　：　Ｄ１９以上（圧接継手）

無筋(嵩上げ)コンクリート　：　Ｆｃ１８Ｎ／ｍｍ２

２躯体一般　：　Ｆｃ２１Ｎ／㎜　+３Ｎ／ｍｍ

8
0
0

5
5
0

2
5
0

FL

3
0
0

GL

ＲＳＬ(水上）

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

１ ２

4,500

FG1

F1

400 400

W18

Ｓ＝１／１００A通り　軸組図

WGa

WGbWGb

FG1

F1

A

FL

GL

ＲＳＬ(水上）

8
0
0

5
5
0

2
5
0

3
0
0

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

B

2,500

900 900

W18

１通り,２通り　軸組図 Ｓ＝１／１００

W18

WGa

8
0
0

5
5
0

2
5
0

FL

3
0
0

GL

ＲＳＬ(水上）

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

１ ２

4,500

FG1

F1

400 400

Ｓ＝１／１００

W18W18 W18

WGa
WGb

基　礎　伏　図

B通り　軸組図

7
0
0

1
0
0

250

1
5
0

90 160

180

2
0
0

175 175

4500

25
00

25
00

4500

600600 3,830

60
0

1,
83
0

60
0

1
5
0
1
5
0

1
5
0
1
5
0

5
0
0

1
5
0
1
5
0



Ｓ＝１／４０RS1スラブ折れ部　配筋図

2-D13

D10@200

D10@200

庇、壁天端補強　配筋図 Ｓ＝１／４０

2-D13

D10@200

2-D13

スラブコーナー補強筋
上面　４－Ｄ１０　Ｌ＝２０００

屋根スラブコーナー補強配筋図 Ｓ＝１／４０

2

スラブコーナー補強筋
上面　２－Ｄ１０　Ｌ＝２０００

2-D13

400

A

9
0
0

2-D13

D10@200

1-D13

D10@150

D10@150

Ｓ＝１／４０防液堤　配筋図

図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築構造図(2)

1:60・1:40

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 建築構造図(2) 
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B

A

1 2

4-D13

D10@200ダブル
縦横筋

4-D13

4-D13 4-D13

D
1
0
@
2
0
0
ダ
ブ
ル

縦
横
筋

縦
横
筋

D
1
0
@
2
0
0
ダ
ブ
ル

2-D13

2-D132-D13

2-D13

2-D132-D13

縦横筋 縦横筋
D10@200ダブル D10@200ダブル

壁　配　筋　図 Ｓ＝１／６０

25
00

4500

8
0
0 5
5
0

2
5
0

FL

3
0
0

GL

ＲＳＬ(水上）

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

400 400

1 2

4,500

WGb WGa

□-D10@200
ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

F1

FG1

腹　筋
2-D10

3-D16
上端筋

3-D16
下端筋

4-D13

D10@200ダブル
縦　筋

□-D10@200
ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ□-D10@200

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

2-D13
上端筋

2-D13
上端筋

2-D13 2-D13
下端筋 下端筋

D10@200ダブル
横　筋

W18W18 W18
ナナメ筋
各2-D13

2-D13

2-D13 2-D13

ナナメ筋
各2-D13

4-D13

Ｓ＝１／６０A通り 架構配筋図

15
0

20

900

100

4
0
0

800 1000 900 1000 800

105011002350

1
5
0
1
5
0



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

建築設備図

1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1:100建築設備図     

27

１φ２Ｗ １００Ｖ

Ｄ

×２　
Ｅ　

回路
番号

配線用遮断器負荷名称（ＶＡ）
容量

照　明

コンセント

合計容量

３０ＡＦ
ＥＬＣＢ　２Ｐ１Ｅ

ＥＬＣＢ　２Ｐ１Ｅ
３０ＡＦ／２０ＡＴ

／２０ＡＴ

１

２

電灯盤　Ｌ－１　結線図 鋼板製　屋内露出型

回路記号１ １φ２Ｗ　 １００Ｖ

２００

１５０

３５０（ＶＡ）

2500

15
0

95
0

15
0

80
0

15
0

95
0

15
0

80
0

FL +237.87 FL +237.87
GL +237.72 GL +237.72

900 900

31
50 30
00

最
高
高
さ

軒
高
さ

400 400

31
50
～
36
50

30
00
～
35
00

4500

電気設備断面図　　Ｓ＝１／１００

1

A

B

2 1

A

B

2

薬注室

ドアガラリ

１
ＦＥ

薬注室

記号

ＦＥ－１ 排気ファン

名称 仕様 台数

１ 薬注室

設置場所

（注）電気容量は参考とする。

機　器　表

３

低騒音形有圧換気扇

付属品　不燃換気扇枠、鉄線保護ガード、ＳＵＳ製ウェザーカバー

　　　　鋼板製電気式シャッター

２００φ×３６０ｍ／ｈ×３０Ｐａ×２８Ｗ１φ１００Ｖ６０ＨＺ

換気設備図　　Ｓ＝１／１００ 電気設備図　　Ｓ＝１／１００

イ

１

イ

ロＬＫ ２ＥＴ

２

レ－スウェイに取付

流量計室
Ａ－ＬＥＤ ２

　Ｌ－１
注）特記なき配管配線は下記による

天井・壁面　埋込配管配線

凡　　例

備考名称 仕様・記号

分電盤 Ｈ：１５００

スイッチ １Ｐ１５Ａ×２ Ｈ：１３００

コンセント

コンセント ２Ｐ１５ＡＥ極×２＋ＥＴ

換気扇用

アウトレットボックス

２Ｐ１５ＡＥ極×１（引掛形）プラグ共ＬＫ

２ＥＴ

Ｈｆ３２Ｗ×１灯用 レ－スウェイ（４０×３０）に取付LED灯

ＥＭ－ＩＥ２．０×２Ｅ１．６（ＰＦ１６）
ＥＭ－ＩＥ２．０×２　　　（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ２．０×３Ｅ１．６（ＰＦ１６）

１００Ｖ

反射板：ステンレス（クリア）
本体：ステンレス（クリア）
防湿型

　反射笠器具

照明器具姿図(参考) （注）ルーメン数等の数値は参考（目安）とする。

反射笠付ＬＥＤ灯　Ｗ１５０ （ＳＵＳ・ＷＰ）
Ａ－ＬＥＤ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

３２００ｌｍ

薬注室

Ｈ：６００

ＬＫ

２ＥＴ

ロ イ

1 2A B

12501250

50
0

36
50

4500

25
00

4500

25
00

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

1
,
5
0
0

6
0
0

2
,
3
0
0



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

地盤改良図

1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

S=1/100地盤改良図     

28

蛇口 蛇口

仕

仕仕

仕仕
M

EM

T2

薬注室

平　面　図 断　面　図

DL=230.00

0.60

1.80

2.45

8.02

柱

状

図

深

度

　(m)

Bo
r.
NO
.2
　
H=
23
7.
60
m

深

度

　(m)

柱

状

図

0.50

2.00

2.80

3.95

4.40

5.60

11.02

Bo
r.
NO
.1
　
H=
23
7.
41
m

※既設管は、試掘をし、支障となる箇所移設または仮設を行う。

設計支持力度： 100kN/m2
設計基準強度：1200kN/m2

Bor.NO.1　H=237.41m

Bor.NO.2　H=237.60m

4500

150 0
1500

1500

2500

1250 1250

φ600

46
10

40
20

34
30

28
40

1500 1500 1500

4500

φ600

φ600

φ600

φ600



図面の種類

亀　　山　　市

図面番号

仮設図

1:100

事 業 名

施 工 箇 所

縮 尺

事 業 者 名

亀山市関町坂下地内

坂下浄水場改良工事

 仮設図 

 移設流出管詳細図 

0.50

2.
00

2.
00

0.
50

HI
VP
φ
50
　
L=
2.
5m

29

蛇口

蛇口 蛇口

仕
仕

仕 仕

仕

仕

仕

仕仕

仕仕

仕
仕

仕
仕

仕

仕

仕

M

EM

引込柱

T1

T2

T3

231.320

232.518

233.558

234.696 235.685

236.387

230.651

233.119

235.546

237.805
238.239

239.525

238.437

239.434

237.974

237.722

239.213

237.654

236.513

235.705

240.003

242.679

243.949

242.340

241.844

241.004

架空電線　仮設　DV×2　L=40.0m

架空電線　移設
試掘後、支障があれば移設

流
出
管
　
移
設
　
HI
VP
φ
50
　
L=
2.
5m

S=1/100

ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°

ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°

ビニル管用鋳鉄製曲管　φ50×90°

地盤改良位置確定後、試掘


